
とんぼの未来・北の里づくり対策

平成２２年度「とんぼの未来・北の里づくり」事務経理担当者会議資料

議題（２）①－３

書類の書き方

（農地・水・環境保全向上対策）

とんぼの未来 北の里づくり対策

書類の書き方
簡易マニュアル
［その５］［その５］

共同活動+営農活動
（作物ごとのまとまり）
農家の５割を選択する場合

平成２２年７月 Ｖｅｒ ２

－農家の５割を選択する場合－

平成２２年７月 Ｖｅｒ．２

【対象活動組織】
・共同活動支援に加え、営農活動支援に取り組む

活動組織

北海道農地・水・環境保全向上対策協議会

活動組織
（まとまりの判断を作物ごとに農家の５割以上の取組み

とする場合）



【注意事項】
１．これまでの様式でも申請することができます。
２．促進費を申請する場合は、「別冊」を参照ください。

目 次

３．採択変更を行う場合は、「別冊」を参照ください。
４．特認要件を適用する場合は、「別冊」を参照ください。

目 次

Ⅰ．申請書類

組織 立１．活動組織の設立

１－１ 活動組織規約

１－２ 活動計画

２．協定書

採択申請書

･････････････････････････ １
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３．採択申請書

４．交付申請書

５．概算払申請書

Ⅱ 報告書類

･････････････････････････ ２６
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６．実施状況調書

･････････････････････････ ３４

･････････････････････････ ４９

Ⅲ．報告書の作成に必要な書類

７．活動記録

８．金銭出納簿

･････････････････････････ ５７

･････････････････････････ ５８

（参考）事務手続の流れ



Ⅰ 申請書類Ⅰ．申請書類



○○地区農地・水・環境保全会 規約

（様式第３号）（国参考様式第２８号）

・活動組織の名称を記入します。
ここでは、仮の名称を用いています。

活動組織は ○○地区農地 水 環境保全会（以下「保全会 と う ）と称第 条

○○地区農地 水 環境保全会 規約

（農地・水・環境保全向上対策に係る活動組織規約）

平成●●年●月●日制定

（名称）

この活動組織は、○○地区農地・水・環境保全会（以下「保全会」という。）と称
する。

第２条   保全会は、第３条の構成員による共同活動、先進的な営農活動を通じ、■■集落一
円の地域に存する農地・農業用水等の資源や農村環境の良好な保全と質的向上を図る
ことを目的とする。

第１条

（目的）

（構成員）
第３条

  この保全会に、代表１名、副代表●名、書記●名、会計●名、監査役●名を置く
こととする。代表等役員は別紙のとおりとする。

第４条
（代表等）

  保全会の構成員は別紙のとおりとする。

  代表、副代表及び監査役は構成員の互選により選任するものとし、書記及び会計
は 代表が指名するものとする

２

４ 　副代表は、代表を補佐し、代表が欠けたときは、代表を代行する。
５ 　書記は、保全会の業務の事務等を行う。

３   代表は、この保全会を代表し、保全会の業務を統括する。
は、代表が指名するものとする。

　会計は、責任者として事業の会計を行う。６
７ 　監査役は、責任者として事業会計の監査を行う。

（会議）

  保全会の会議は、構成員の●●以上の出席によって成立する。ただし、出席は、委
任状をもって代えることができる。

　保全会の会議は、必要に応じて代表が招集する。
（会議）

３   会議の議長は代表があたり、議案は出席した構成員の●●以上により決定すること
とし、可否同数の場合は、議長が決するところによる。

第５条
２

４   会議により決定した事項については、決定事項を記載した書面を作成するととも
に、その写しを構成員全員に配布して確認するものとする。

三 　保全会の出納の監査に関すること

第６条 　保全会の目的を達成するため、会議には次の事項を付議するものとする。
（付議）

　保全会が実施する活動についての計画に関すること

四 　その他保全会の目的を達成するために必要な事項

一 　保全会の組織運営に関すること

五

二

　・・・・・・・・・・

  この規約で定めるもののほか、必要な事項については、その都度協議するものとす
る。

第７条
（雑則）

１



別　紙
(添付様式３)（国添付様式２８）

構成員一覧表 ・他の役職と兼ねている場
合は、その役職を記入し
ます

・活動組織の事務所を設置してい
る場合は事務所の所在地を、事
務所がない場合は代表者の住

１　代表者

氏名

○○地区農地・水・環境保全会 の構成員及び役員は以下のとおり。

備考

■■自治会 会長

役職名

代表

住所

▲▲市■■町●●番地北海　太郎

ます。所を記入します。

２　農業者
営農活動対象
区域内農業者
（当該農業者に

○を記入）

営農活動対象
区域内農業者
（当該農業者に

○を記入）

○

○■■営農組合

氏名 備考

■■農事組合法人

役職名 備考 氏名役職名

別添に組合員一覧 ・・・・・・・・

　・・・・・・・・
・営農活動対象区域内の農業者の方
に「○」を記入します

○

○

○

○

○

■■営農組合

鈴木一郎

中村次郎

齋藤花子

副代表

■■営農組合

　・・・・・・・・

別添 組合員 覧

　・・・・・・・・

　・・・・・・・・

　・・・・・・・・

　・・・・・・・・

　・・・・・・・・

に「○」を記入します。

・営農組合などの場合、営農活動支
援では個人の取組となるため、組合
員の一覧などを添付し、区域内の農
業者を○で囲うなどすることで、明ら
かにします。

○

○

○

３　農業者以外

　・・・・・・・・

　・・・・・・・・

氏名役職名 備考 役職名 備考氏名

　・・・・・・・・ 　・・・・・・・・

　・・・・・・・・

　・・・・・・・・
・個人の場合は氏名を記入、団体の
場合は団体名を記入します。

・活動組織における役職名
を記入します。

　・・・・・・・・

　・・・・・・・・

　・・・・・・・・

　・・・・・・・・

■■小学校ＰＴＡ

■■子供会

氏名

水土里ネット■■

■■自治会

役職名 備考 役職名 備考氏名

書記・会計
書記：理事長　村山三郎
会計：副理事長　渡辺一

代表 会長　北海太郎

ＪＡ■■

・・・・・・・・

・団体に所属している人が役員とな
る場合は、備考欄に団体における

　・・・・・・・・

　・・・・・・・・

　・・・・・・・・

　・・・・・・・・

■■子供会

監査役 代表　川上四郎■■ＮＰＯ

岡田五郎

森田六郎

　・・・・・・・・

　・・・・・・・・

　・・・・・・・・

役職名及び氏名を記入します。

○添付書面　■■営農組合員一覧表【別添】

（注） 「農業者」とは、協定に位置付けられている農用地において耕作又は養畜の業務を営む農業者又は団
体。

２



（参考様式第４４号）

○○保全会第　　号

平成　　年　　月　　日

△△市町村長 殿　 △△市町村長　　 殿

                                        　　　       ○○地区農地・水・環境保全会　　

代　表　　北　海　　太　郎   印 

                                     

農地・水・環境保全向上対策（営農活動支援交付金）に係る生産計画

　農地・水・環境保全向上対策実施要領（平成19年３月30日付け18農振第1778号生産局長、
農村振興局長通知)の第５の９の(１)に基づき、下記関係書類を添えて提出する。

１．生産計画

２．営農活動計画（案）

記

毎年度、市町村が定める期日までに生産計画を取りまとめ、次の書類と合わせて
市町村長 提出してください市町村長へ提出してください。

・新規採択希望地区 ～ 営農活動取組実践計画＋営農活動計画の案
・継続地区 ～ 営農活動取組実践計画

※ 継続地区で営農活動計画を変更する場合は、その変更の案と合わせて提出
してくださいしてください。

３
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添付様式６別添５　(国添付様式２６別添５)

第１　地域全体の農家が行う環境負荷低減に資する取組

■■区域 営農活動計画　　　　　実施状況報告（その１）
・活動組織の中で営農活動区域
の名称を定めている場合などに

本様式は協定書（活動計画）に添付します。

(１)取組の実施内容

　①　ほ場からの環境負荷の流出を抑制する取組

　　　　浅水代かきの実施 　　　　無代かき栽培の実施
　　　　カバークロップの作付け

　　　　クリーニングクロップの作付け 　　　　あぜ塗りの実施(あぜシートの活用)

　②　有機物資源の循環利用の促進を通じた環境負荷の低減に資する取組

　　　　不耕起栽培の実施

　　　　　　　(計画)(実績)   　   (計画)(実績)

の名称を定めている場合などに
記入します。

② 有機物資源 循環利用 促進を通 環境負荷 低減 資する取組

　　　　たい肥等有機質資材の施用 　　　　緑肥作物の利用

　③　化学肥料や化学合成農薬の低減を通じて環境負荷の低減に資する取組

　　　　肥効調節型肥料の施用 　　　　生物農薬の利用
　　　　肥料の局所施用 　　　　対抗植物の利用
　　　　有機質肥料の施用 　　　　被覆栽培の実施
　　　　土壌診断に基づく施肥 　　　　フェロモン剤の利用

　　　　マルチ栽培の実施

✔

✔

✔
✔

　　　　機械除草 　　　光利用技術の利用
　　　　除草用動物の利用 　　　　抵抗性品種・台木の利用

　　　　熱利用土壌消毒技術の利用
　　　　温湯種子消毒技術の利用
　　　　栽培施設周辺の除草
　　　　土壌還元消毒技術の利用

　④　環境負荷低減に資する製品を利用する取組 ⑤　その他

リサイクルプラスチックの利用 その他( )

✔

　　　　リサイクルプラスチックの利用 　　　その他( 　　　　　　　　　　　　)
　　　　生分解性プラスチックの利用

※該当する取組内容の□に☑ を入れる

(２)取組の実施期間

　支援対象年度に収穫される対象作物の生産過程等

　支援対象年度と同じ４月から翌年３月までの期間✔

・地域の取組を選択します。
（すべて行う必要はありません）

・区域で行う環境負荷低減に向けた推
進活動を選択します

第２　環境負荷低減に向けた推進活動

実 施 時 期 添　付　書　類(計画)(実績)取　組　内　容

環境負荷低減に向けた取組に関する検討
会、消費者との意見交換会等の開催等

技術研修会や先進地調査・研修などの技術
の普及・研修

✔

✔

進活動を選択します。
（全て行う必要はありません）

技術実証ほの設置等による環境負荷低減技
術の実証・調査

先進的取組の展示効果を高めるための標示
等

土壌 生物等の調査分析

先駆的農業者等による技術指導

技術マニュアルや普及啓発資料の作成など
の資料作成、配布

✔

✔

（注１）　該当する取組内容の□に☑ を入れる

（注２）　第２の「添付書類」には、推進活動を行う際に使用した資料名等を記入する。

土壌、生物等の調査分析

その他(　　　　　　　　　　　　　)

６



第３　まとまりをもって行う先進的な取組

○　主として取り組む作物区分

（計画） （実績）取り組む作物区分

本様式は協定書（活動計画）に添付します。

水稲

麦・豆類

いも・根菜類

葉茎菜類

✔

果菜類・果実的野菜

施設トマト等

果樹・茶

花き

上記以外

✔

上記以外

※該当する取組内容の□に☑ を入れる

・先進的営農で取り組む全ての作
物区分にチェックを入れます。物区分にチェックを入れます。

７



（様式第３０－２）（国添付様式５０－２）　　

第１ 地域全体の農家が行う環境負荷低減に資する取組

■■区域　営農活動取組実践計画　　実施状況報告書(その２）

（作物ごとのまとまり用）

本様式は採択申請書（変更含む）に添付します。

第１　地域全体の農家が行う環境負荷低減に資する取組

取組を実施する農家の割合

表３の（イ）
15 戸

表３の（カ）
戸

表３の（ア）
18 戸

表３の（ア）
戸

  営農活動計画第１の（１）の
  取組を実施する農家数（A)

　区域内対象農家数(B)

計　画 実　績

・（１）の取組を実施する農家数
÷区域内対象農家数＝実施

・表３（区域内対象農家等の一
覧表）から転記します。

83 ％ ％

第２ 　先進的な取組
(１)交付金の支払対象となる先進的な取組の実施面積

表４の（オ）
3 104 a

表４の（ク）
a

　実施割合（A／B）

作 物 区 分 計　画　面　積 実　績　面　積 備　考

水稲

割合（小数点以下切り捨て）

・表４（先進的な取組の実施農
家の一覧表）の（オ）を転記し
ます。

3,104 a a

表４の（オ）
40 a

表４の（ク）
a

表４の（オ）
11 a

表４の（ク）
a

（２）先進的な取組のまとまり
○ 対 象 作 物 名 ： 水稲

水稲

果菜類・果実的野菜

トマト（施設）
・まとまりを判定する対象作物
ごとに表４（先進的な取組の
実施農家の一覧表）の（エ）
を転記します

表４の（エ）
10 戸

表４の（キ）
戸

表３の（ウ）
17 戸

表３の（ウ）
戸

58 ％ ％

実　績

　先進的取組実施農家数（C）

計　画

　区域内対象農家のうち
　対象作物を生産する農家数（D)

　農家のまとまりの程度(C/D)

を転記します。

・まとまりを判定する対象作物
ごとに表３（区域内対象農家
等の一覧表）の（ウ）を転記
します

○ 対 象 作 物 名 ：

表４の（エ）
2 戸

表４の（キ）
戸

表３の（ウ）
4 戸

表３の（ウ）
戸

　先進的取組実施農家数（C）

トマト

計　画 実　績

　区域内対象農家のうち
　対象作物を生産する農家数（D)

農家 まとまり 程度( / )

します。

・先進的取組実施農家数÷地
域内対象農家のうち対象作
物を生産する農家数＝まと
まりの程度（小数点以下切り

50 ％ ％

参考資料

・区域内対象農家等の一覧表(表３)

・先進的な取組の実施農家の一覧表(表４)

(注１)  第１の「区域内対象農家」については、表３の（注１）を参照。

(注２) 第２の（１）の「計画面積」 「実績面積」には 単年度の計画面積 実績面積を記入する

　農家のまとまりの程度(C/D) 捨て）

(注５)　第２の（２）の「区域内対象農家のうち対象作物を生産する農家数」については、表３の（注３）を参照。

(注４)　不耕起・冬期湛水の取組を実施する場合は、第２の(１)の備考欄に「不耕起・冬期湛水　○a」と記入する。
　　　　 また、秋期における稲わらすき込み・冬期湛水取組を実施する場合は、第２の(１)の備考欄に「秋期における
　　　　 稲わらすき込み・冬期湛水　○a」と記入する。

(注２)　第２の（１）の「計画面積」、「実績面積」には、単年度の計画面積、実績面積を記入する。

(注３)　第２の（２）の対象作物名には、作物ごとのまとまりの判定に用いた作物名を記入する。
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・構成員一覧表の営農活動対象区域内
農業者の欄から転記します

・営農活動対象区域内農業者のうち
経営耕地面積が３０a以上の農家（区域外の面積

本様式は採択申請書（変更含む）に添付します。

（様式第３０－２別添１）（国添付様式５０－２別添１）

　(表３)区域内対象農家等の一覧表(作物ごとのまとまり用)

■■区域　営農活動取組実践計画　　実施状況報告書(その２）

農業者の欄から転記します 経営耕地面積が３０a以上の農家（区域外の面積
も含みます）に「○」
経営耕地面積が３０a未満で農産物販売金額が年
間５０万円以上の農家で区域内で先進的取組に
取り組む農家に「◎」をつけます。

作物： 作物： 作物：

鈴木 郎 ○ ○

区域内対象農家のうち、
対象作物を生産する農家

(注３)

営農活動対象
区域内農業者名

○

計　画 実　績

区域内対象農
家

(注１) 「地域全体の農家が行う
環境負荷低減に資する
取組」を実施する農家

(注２)

水稲

備　考

トマト

鈴木一郎 ○ ○

中村次郎 ○ ○

齋藤花子 ○ ○

佐藤三郎 ○ ○

坂口史郎 ○

･･････ ◎ ○

○

○

○

○

○

○

◎ ○

･･････ ○ ○

･･････ ○ ○

･･････ ○ ○

○

○

○

○

合　計
(ア)

18 戸
(イ)

15 戸
(カ)

戸
(ウ)

17 戸
(ウ)

4 戸
(ウ)

戸

(注１)　「区域内対象農家」とは、「営農活動対象区域内農業者」を世帯員とする農家数のうち次の①又は②を満たす農家とする。
　　　　　①　経営耕地面積30アール以上の農家(○を記入)
　　　　　②　区域内で先進的な取組により対象作物を生産する農家経営耕地面積が30アール未満で農産物販売金額が年間50万円以上の農家
　　　　　　　(◎を記入：表4の(Z)より転記)
　　　　　※　区域内において、地域の施肥、防除の実態から慣行的に化学肥料又は化学合成農薬を使用していないと都道府県が認める作物のみを生産
　　　　　　　している農家、飼料作物、牧草のみを生産している畜産農家については、区域内対象農家から除外することができる(この場合、×を記入)

(注２)　区域内対象農家のうち、環境負荷低減に資する取組を実施する農家に○を記入する。

(注３)　「区域内対象農家のうち、対象作物を生産する農家」とは、「区域内対象農家」のうち次の①又は②を満たす農家とする。

　　　　　①　営農活動対象区域内で先進的な取組により、対象作物を生産している農家

　　　　　②　経営耕地面積が30アール以上であって、対象作物を営農活動対象区域内で生産し、かつ対象作物を全体で10アール以上生産している農家
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・ほ場ごとに小数点第２位を
四捨五入します。

・支援単価の異なる作物が含まれてい

本様式は採択申請書（変更含む）に添付します。
・まとまりを判定する対象作物ごとに
作成します。この例の場合は水稲と
トマトで作成が必要です。

（様式第３０－２別添２）（国添付様式５０－２別添２）

(表４)先進的な取組の実施農家の一覧表(作物ごとのまとまり用)

■■区域　営農活動取組実践計画　　実施状況報告書(その２）
対象作物名： トマト

・農家ごとに合計して、
小数点以下を切り捨て
ます。

（様式第３０－２別添２）（国添付様式５０－２別添２）

支援単価の異なる作物が含まれてい
る場合は第２の（１）の作物区分と同様
に記入します。

1 12.0 a a

3 12.0 a a

4 16.0 a a

a a40果菜類・果実的野菜
坂口史郎

作物区分※ ほ場所在地

▲▲字川端34

▲▲字川端37

▲▲字川端38

ほ場
番号

交付金の支払対象
面積(a)

(農家ごと、作物区分
ごとに合計して記入)

先進的取組
実施面積(a)

計画 実績計画 実績

先進的な取
組の実施農

家名

4 16.0 a a

トマト（施設） 2 6.2 a a 6 a a

トマト（施設） 2 5.3 a a 5 a a

a a a a

a a a a

a a a a

a a a a

a a a a

字川端38

▲▲字川端11

▲▲字川端35

経営耕地面積が
30a未満で農産物

経営耕地面積が
30a以上 岡田吾朗

・支援単価の異なる作物が
含まれている場合は作物
区分ごとに面積の合計
a a a a

a a a a

a a a a

計
画

(エ)
2 戸

実
績

(キ)
戸

51 a a

計画 実績

交付金の支払対象面積合計(のべ)

先進的な取組の
実施農家数

30a未満で農産物
販売金額が年間
50万円以上(Z)

（のべ）を記入します。

うち
(オ)

40 a
(ク)

a

うち
(オ)

11 a
(ク)

a

うち
(オ)

a
(ク)

a

の面積※

(注１)　添付書類として先進的な取組を行うそれぞれのほ場の位置を特定できる図面を添付する。

(注２)　先進的取組実施面積は、0.1アール単位で記入する。また、交付金の支払対象面積は1アール単位(アール未満切り捨て)で記入する。

の面積※

の面積※果菜類・果実的野菜

トマト（施設）

(注３)　対象作物には、作物ごとのまとまりの判定に用いた作物の区分(野菜類、トマト等)を記入する。

(注４)　※は対象作物中に、支援単価の異なる作物が含まれている場合のみ記入すること。この場合、作物区分については「水稲」、「麦・豆類」、
         「いも・根菜類」、「葉茎菜類」、「果菜類・果実的野菜」、「施設で生産されるトマト、きゅうり、なす、ピーマン、いちご」、
　　　　 「果樹・茶」、「花き」、 「その他」 の中から記入する。

※ほ場所在地については、生産計画で把握できる、もしくは別に表を作成
しているなどにより、市町村が不要と判断する場合、記入しなくても結構
です。
また、ほ場の位置を特定する図面については市町村が確認用に別途図面

を作成するなどにより、市町村が不要と判断する場合、添付しなくても結
構です。
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  添付様式４　（国添付様式９）添付様式６（国添付様式２６）

活　動　計　画

協定を締結する以前に活動計画を
策定している必要があります。

平成●●年●●月●●日策定

○○地区農地・水・環境保全会
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・農用地の面積については、国土調査による地積図等に基づく台帳
の合計面積や1/2 500程度以上の図面の図測等による算定を基

・「対象農用地」には共同活動支援交付金の算定の対象となる面積を、
「協定農用地」には対象活動組織が共同活動を実施する農用地面積を記入します。

 農地・水・環境保全向上対策に係る活動計画

単位は「ａ」

の合計面積や1/2,500程度以上の図面の図測等による算定を基
本とします。詳細については市町村に相談してください。第１　協定の対象となる資源

「位置図」に示
す範囲

草地

1,000 a 0 a 21,900 a

「位置図」のとおり位　置 北海道▲▲市■■集落 一円の地域

14,532 a 868  a 0  a 15,400  a

計畑

農用地
協定農用地

交付対象農用地

20,900 a

地目 田

・単位は「ａ」

（２）営農活動対象区域の範囲

1  箇所 8.5  ｋｍ

位　置 北海道▲▲市■■集落一円の地域 「位置図」のとおり

21,900  a1,000  a 0  a

1,000 a 0 a 21,900  a

20,900  a

協定農用地

うち農振農用地※

20,900 a

農業用施設
開水路 パイプライン ため池

15.5  ｋｍ 0 ｋｍ

農道

・「農業用施設」には、共同活動を実施する
開水路、パイプライン、農道の延長を記入
します。なお、数値は概ねの数値で構いま
せん。

ため池に いては 共同活動を実施する箇

第２　実施計画
（１）地域の目指すべき方向

　　　別紙「地域の目指すべき方向」のとおり

（２）活動の概要

　　　「地域活動指針チェック表」のとおり

5,000　 a  「位置図」に示す範囲区域内農用地面積

・ため池については、共同活動を実施する箇
所数を記入します。

（参考）交付金の支出計画
共同活動支援交付金

　　　別紙「付帯説明資料の支援交付金使途表」のとおり

営農活動支援交付金

万円

万円先進的取組実施農家への配分に要する経費

域 境 保全等 組 す 経費

40
260

地域全体の環境負荷低減に向けた推進活動に要する経費

先進的営
万円

万円

万円

第３　添付書面
１．地域活動指針チェック表（添付様式６別添１）
２．位置図（添付様式６別添２）
３ 特認要件を適用した場合の整理表（添付様式６別添３）

地域環境の保全等のための取組に要する経費

合　　計

30

330

先進的営
農支援

交付金の交付事務に要する経費

３．特認要件を適用した場合の整理表（添付様式６別添３）
４．促進費対象活動等実施計画（別添４）（様式第８号）
５．営農活動計画(添付様式６別添５－１～５－４又は６－１～６－３)

　　＜施行注意＞

６．付帯説明資料
　　・地域の目指すべき方向
　　・支援交付金使途表

１．特認要件を適用しない場合は、第３ 添付書面の３．特認要件を適用した場合の整理表（添付様式１．特認要件を適用しない場合は、第３ 添付書面の３．特認要件を適用した場合の整理表（添付様式
　　６別添３）を削除する。
２．促進費対象活動等を実施する場合は、第３　添付書面の４．促進費対象活動等実施計画は、様式
　　第８号を使用する。
３．促進費対象活動等を実施しない場合は、第３　添付書面の４．促進費対象活動等実施計画（様式
　　第８号）を削除する。
４．添付様式６別添５－４は区域内農用地面積から対象外農用地面積を差し引く方法を用いる場合
　　のみ添付すること。
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地域活動指針チ ク表の様式の選択について

　・　地域活動指針チェック表は、「田」「畑」「草地」「田畑」の
　　４種類であり、次の区分に応じてそれぞれの地域活動指針チェック
　　表を使用してください。

地域活動指針チェック表の様式の選択について

農地・水向上活動 農村環境向上活動

田が主体の場合

区　　分 基礎部分の活動
誘導部分の活動

「田」様式を使用

畑が主体、畑と草地が存在(混在
を含む)する場合

草地が主体の場合 「草地」様式を使用

「畑」様式を使用

田と畑が存在し、その区域が明
確に異なる場合

田と草地が存在し、その区域が
明確に異なる場合

田と畑と草地が存在し その区

田は「田」様式、畑は「畑」様式を
使用

「田畑合併」様式
を　使用

田は「田」様式、草地は草地」様式を使
用

田は「田」様式 畑は「畑」 草地は田と畑と草地が存在し、その区
域が明確に異なる場合

田と畑、田と草地、田と畑と草
地が存在し、その区域が混在し
ている場合

田は「田」様式、畑は「畑」、草地は
「草地」様式を使用

草地が主体 合と 協定農 地 占め 割合が「 割

「田畑合併」様式を使用

　・　田、畑、草地が主体の場合とは、協定農用地に占める割合が「7割以上」の
　　場合です。

　・　田、畑、草地の区域が明確に異なる場合とは、田が河川沿いの平場に存在し、畑
　　が高台に存在する等、区分ごとのエリアが明確に分かれており、かつ、開水路、た
　　め池、農道等の施設が、田掛り、畑掛りに明確に区分される場合です。

※ この用紙は 活動指針チェック表を作成するための参考資料であり
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※　この用紙は、活動指針チェック表を作成するための参考資料であり、
　活動計画提出時は添付不要です。



添付様式４ 別添１ （国添付様式９ 別添１） 添付様式２０ 別添１ （国添付様式１８ １）添付様式６ 別添１ （国添付様式２６ 別添１）

・共同活動の対象となる施
設に「○」を記入します。

・畑、草地、田畑混合の場合は、
別様式を使用します。 （活動項
目の種類・数が異なります。）

・申請時には記入しません。
（報告時に記入します）

添付様式４　別添１　（国添付様式９　別添１） 添付様式２０ 別添１ （国添付様式１８－１）
地域活動指針チェック表 基礎支援対象活動実施状況報告書

基礎部分　【田】

農用地 ○ 遊休農地等の発生状況の把握 ○ ○
開水路 ○ 施設の点検 ○ ○ ○
パイプライン 施設の点検

区
分

活動区分

活動組織名：○○地区農地・水・環境保全会

写真番号 備　考

点検活動

現況 実施
市町村

実施確認
計画施設 活動項目

対象とな
る活動

施設
の有
無

添付様式６ 別添１ （国添付様式２６ 別添１）

ため池 ○ 施設の点検 ○ ○
農道 ○ 施設の点検 ○ ○ ○

計画策定 全施設 ○ 共同作業計画の策定 ○ ○ ○
畦畔・農用地法面等の草刈り ○ ○ ○
※遊休農地発生防止のための保全管理 ○ ○
※防風林の枝払い・下草の草刈り 防風林はない

配水操作 ○ ○ ○
水路の草刈り ○ ○ ○
※水路の泥上げ ○ ○ ○開水路

農用地 ○

○

配水操作
ポンプ場、調整施設等の草刈り
※ポンプ吸水槽等の泥上げ
かんがい期前の注油

定期的な見回り ○ ○ ○
配水操作 ○ ○ ○
ため池の草刈り ○ ○ ○
※ため池の泥上げ ○ ○

パイプライン

基
礎
部
分

実践活動

ため池 ○
※ため池の泥上げ ○ ○
かんがい期前の施設の清掃・除塵 ○ ○ ○
管理道路の管理 ○ ○ ○

※砂利の補充 ○ ○
路肩・法面の草刈り ○ ○ ○
※側溝の泥上げ ○ ○ ○

4 2 4
1 1 1

点検活動(項目)
計画策定(項目)

○農道

ため池 ○

1 1 1
14 11 14
19 14 19

注) ・この「田」様式は、支援交付金の対象となる農用地に占める「田」の割合が７割以上である場合、
　もしくは、混在はしているが、区域が明確に分かれる場合の「田」地域で使用する。
・※印のついた太字の実践活動は点検結果に基づいて実施の必要性を判断し、必要に応じて実施する活動
・役割分担により市町村が実施する活動項目がある場合は、その旨を備考欄に記載する。
・活動項目を実施する施設がない場合、その旨を備考欄に記載する。(砂利道がない場合の「砂利の補充」など)

計画策定(項目)
実践活動(項目)

合　計(項目)

【基礎部分の活動要件】 【記入方法】【基礎部分の活動要件】

・基礎部分は、協定区域に存在する施設に該
当する活動項目すべてを実施する必要があ
ります。

・ただし、※印の活動項目については、点検
活動を行った結果により必要に応じて実施
します。

【記入方法】
○対象となる活動

・個々の活動項目の対象となる施設が地域にある
場合に全ての項目に「○」を記入します。
・該当する活動項目が無い場合、又は市町村との
協定で活動項目が除外される場合は、備考欄に
その旨を記載してください。

○現況○現況
・本対策に取り組む以前に実施している活動項目
に「○」を記入します。

○計画
・実施する予定の活動項目に「○」を記入します。
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添付様式４　別添１　（国添付様式９　別添１） 添付様式２０　別添１　（国添付様式１８－１）
地域活動指針チェック表 基礎支援対象活動実施状況報告書

誘導部分－農地・水向上活動　【田】

施設の機能診断 ○ ○
診断結果の記録管理 ○ ○
施設の機能診断 ○ ○

区
分

活動区分

活動組織名：○○地区農地・水・環境保全会

現況 計画
市町村

実施確認
活動項目 実施

写真番
号

備　考
対象とな
る活動

施設
施設の
有無

農用地 ○

添付様式６ 別添１ （国添付様式２６ 別添１）

・記入方法は、基礎部分と同じです。

施設の機能診断 ○ ○
診断結果の記録管理 ○ ○
施設の機能診断
診断結果の記録管理
施設の機能診断 ○ ○
診断結果の記録管理 ○ ○
施設の機能診断 ○ ○
診断結果の記録管理 ○ ○

計画策定 全施設 ○ 年度活動計画の策定 ○ ○
※畦畔の再築立 ○ ○ ○
※農用地法面の初期補修 ○ ○ ○
※鳥獣害防護柵の適正管理 鳥獣害防護柵はない
※防風ネットの適正管理 防風ネットはない
暗きょ施設の清掃 ○ ○

パイプライン

○

機能診断

開水路

ため池

農　道 ○

○

・「きめ細やかな雑草対策」とは、
雑草繁茂等の抑制のため、芝
等の「カバープランツの植栽・
管理」や「抑草ネットの設置」、
又は「薬剤を使わな 草刈り

暗きょ施設の清掃 ○ ○
農用地の除れき ○
異常気象等後の見回り ○ ○ ○
異常気象等後の応急措置 ○ ○ ○
きめ細やかな雑草対策 ○ ○ ○
機能診断・補修技術の研修 ○ ○
※防風林の適切な管理 防風林はない
※融雪材の散布 ○
※融雪排水促進のための溝切り ○

※水路側壁のはらみ修正 ○ ○
※目地詰め ○ ○
※表面劣化に対するコーティング等 ○
※不同沈下に対する早期対応 ○

農用地 ○

又は「薬剤を使わない草刈り」
などが該当します。

※側壁の裏込め材の充填・水路耕畔の補強 ○ ○ ○
※水路に付着した藻等の除去 ○
※遮光施設の適正管理 遮光施設はない
※水路法面の初期補修 ○ ○
※破損施設の改修 ○ ○ ○
通水試験の実施 ○
ゲート類等の保守管理の徹底 ○
異常気象等後の見回り ○ ○ ○
異常気象等後の応急措置 ○ ○
きめ細やかな雑草対策 ○
機能診断・補修技術の研修 ○ ○
※積雪被害防止活動 ○

※給水栓ボ クス基礎部の補強

実践活動

農
地
・
水
向
上
活
動

開水路 ○

【農地・水向上活動の活動要件】

・「機能診断」及び「計画策定」は 協定区域に存在する施設※給水栓ボックス基礎部の補強
※破損施設の改修
※遮光施設の適正管理
通水試験の実施
パイプ内の清掃
給水栓に対する凍結防止対策
空気弁等への腐食防止剤の塗布等
異常気象等後の見回り
異常気象等後の応急措置
きめ細やかな雑草対策
機能診断・補修技術の研修

※遮水シートの補修 遮水シートはない
※コンクリート構造物の目地詰め ○ ○

パイプライン

「機能診断」及び「計画策定」は、協定区域に存在する施設
に該当する活動項目すべてを実施する必要があります。

・「実践活動」は、協定区域に存在する施設に該当する活動
項目数（「対象となる活動」の項目数）の５０％以上実施する
必要があります。また、「現況」で実施していない新たな活動
を１項目以上含む必要があります。

※コンクリ ト構造物の目地詰め ○ ○
※コンクリート構造物の表面劣化に対する対応 ○ ○
※堤体浸食の早期補修 ○
※遮光施設の適正管理 遮光施設はない
※破損施設の改修 ○
ゲート類の保守管理の徹底 ○
水抜きによる点検・補修 ○
異常気象等後の見回り ○ ○ ○
異常気象等後の応急措置 ○ ○
きめ細やかな雑草対策 ○ ○
機能診断・補修技術の研修 ○ ○

※側溝の目地詰め ○ ○ ○
※側溝の不同沈下に対する早期対応 ○

ため池 ○

・実践活動の「現況」の項目数
について割合を算定します。

（現況÷対象となる活動
＝１２÷４４＝２７ ２％

・実践活動の「計画」の項目数
について割合を算定します。

（計画÷対象となる活動側溝 す 早期
※側溝の裏込め材の充填 ○
※路肩・法面の初期補修 ○
※破損施設の改修 ○ ○ ○
異常気象等後の見回り ○ ○
異常気象等後の応急措置 ○
きめ細やかな雑草対策 ○
機能診断・補修技術の研修 ○ ○
除排雪作業 役場が実施する。

8 0 8
1 0 1

44 12 24
27% 54%

53 12 33

計画策定(項目)

実践活動(項目)

合 計（項目）

機能診断(項目)

○農道

＝１２÷４４＝２７．２％
→２７％（小数点以下第１位で
切り捨て））

・実践活動において「現況」で実施し
ていない活動項目のうち、「計画」

（ 象 活動
＝２４÷４４＝５４．５％
→５４％（小数点以下第１位で
切り捨て））

53 12 33
13

注) ・この「田」様式は、支援交付金の対象となる農用地に占める「田」の割合が７割以上である場合、

　もしくは、混在はしているが、区域が明確に分かれる場合の「田」地域で使用する。

・※印のついた太字の実践活動は機能診断結果に基づいて実施の必要性を判断し、必要に応じて実施する活動

・役割分担により市町村が実施する活動項目がある場合は、その旨を備考欄に記載する。

・活動項目を実施する施設がない場合、その旨を備考欄に記載する。(砂利道がない場合の「砂利の補充」など)

地域活動要件

合　計（項目）

新たな実践活動（項目）

50 ％以上

１５

に位置づけた活動項目の合計数
を記入します。

・単純に合計（項目）の「計画」と「現
況」の数の差とはなりません。



添付様式４　別添１　（国添付様式９　別添１） 添付様式２０　別添１　（国添付様式１８－１）
地域活動指針チェック表 基礎支援対象活動実施状況報告書

誘導部分－農村環境向上活動　【田】

テーマ：生態系保全

活動組織名：○○地区農地・水・環境保全会

市町村
実施確写真番号 備 考計画 実施区分 テ マ 活動区分 活動項目 現況

添付様式６ 別添１ （国添付様式２６ 別添１）

計画策定 生態系保全計画の策定 ○
広報活動
啓発活動 ○
地域住民等との交流活動
地域内の規制等の取り決め
学校教育等との連携 ○ ○
行政機関等との連携

生態系保全に配慮した施設の適正管理 ○ ○
水田を活用した生息環境の提供

実施確
認

写真番号 備 考計画 実施区分 テーマ 活動区分

農
村
環
境
向
上

生態系保全

啓発・普及

活動項目 現況

・「現況」、「計画」の記入方法
は、基礎部分と同じです。

水田を活用した生息環境の提供
生物の生活史を考慮した適正管理 ○
放流・植栽を通じた在来生物の育成
外来種の駆除、刈り取り
希少種の監視
生物の生息状況の把握

0 1
1 2
1 2
2 5

1新たな実践活動（項目）

上
活
動

実践活動

計画策定(項目)
啓発・普及(項目)
実践活動(項目)
合 計（項目）

テーマ：水質保全

計画策定 水質保全計画の策定
広報活動
啓発活動
地域住民等との交流活動
地域内の規制等の取り決め
学校教育等との連携
行政機関等との連携

備　考
市町村
実施確

認
写真番号活動項目 計画区分 テーマ 活動区分 現況 実施

啓発・普及農
村
環

水質保全を考慮した施設の適正管理
水田からの排水（濁水）管理
循環かんがいの実施
非かんがい期における通水
水質モニタリングの実施・記録管理

0 0
0 0

実践活動

環
境
向
上
活
動

水質保全

計画策定(項目)
啓発・普及(項目) 0 0

0 0
0 0

0

テーマ：景観形成・生活環境保全

計画策定 景観形成・生活環境保全計画の策定
広報活動
啓発活動
地域住民等との交流活動

実施 写真番号現況

新たな実践活動（項目）

区分 テーマ 活動区分 計画
市町村
実施確

認
備　考

啓発 普及(項目)
実践活動(項目)
合 計（項目）

活動項目

域住民等 流活動
地域内の規制等の取り決め
学校教育等との連携
行政機関等との連携

農業用水の地域用水としての利用・管理
景観形成のための施設への植栽等 ○ ○
農用地を活用した景観に配慮した作付け
施設等の定期的な巡回点検・清掃 ○ ○
伝統的施設や農法の保全・実施
農用地等を活用した景観形成活動

農
村
環
境
向
上
活
動

実践活動

景観形成
・生活環境保全

啓発・普及

0 0
0 0
2 2
2 2

0新たな実践活動（項目）
合 計（項目）

計画策定(項目)
啓発・普及(項目)
実践活動(項目)

１６



添付様式４　別添１　（国添付様式９　別添１） 添付様式２０　別添１　（国添付様式１８－１）
地域活動指針チェック表 基礎支援対象活動実施状況報告書

誘導部分－農村環境向上活動　【田】

テーマ：水田貯留機能増進・地下水かん養

活動組織名：○○地区農地・水・環境保全会

考
市町村

確

添付様式６ 別添１ （国添付様式２６ 別添１）

計画策定 水田貯留機能増進・地下水かん養に係る地域計画の策定
広報活動
啓発活動
地域住民等との交流活動
地域内の規制等の取り決め
学校教育等との連携
行政機関等との連携

水田の持つ貯水機能向上活動
地域排水機能向上のための施設操作

備 考活動区分 活動項目 実施確
認

農
村
環
境
向
上
活

写真番号

水田貯留機能増
進
・地下水かん養

啓発・普及

実施テーマ 計画区分 現況

・「現況」、「計画」の記入方法
は、基礎部分と同じです。

地域排水機能向上のための施設操作
水田の地下水かん養機能向上活動
水源かん養林等の保全

0 0
0 0
0 0
0 0

0

テーマ：資源循環
市町村

活
動

実践活動

啓発・普及(項目)
実践活動(項目)
合 計（項目）

新たな実践活動（項目）

計画策定(項目)

計画策定 資源循環に係る地域計画の策定
広報活動
啓発活動
地域住民等との交流活動
地域内の規制等の取り決め
学校教育等との連携
行政機関等との連携

有機性資源の堆肥化

実施 写真番号活動区分 活動項目

農
村
環
境
向
上

資源循環

区分

啓発・普及

テーマ 備　考現況 計画
市町村
実施確

認

【農村環境向上活動の活動要件】

・農村環境向上活動の各テーマから、１つ以上のテーマを選んで、
「計画」、「啓発・普及」、「実践活動」をそれぞれ１つ以上実施し、
かつ、全体で４項目以上実施する必要があります。また、「現況」

施 含 が有機性資源の堆肥化
間伐材等を利用した防護柵等の適正管理
農業用水の反復利用
小水力発電施設の適正管理

0 0
0 0
0 0
0 0

0

活
動

実践活動

新たな実践活動（項目）
合　計（項目）

啓発・普及(項目)
実践活動(項目)

計画策定(項目)

で実施していない新たな実践活動を１項目以上含む必要があり
ます。

・ 「計画」、「啓発・普及」、「実践活

動」をそれぞれ１つ以上実施する

全テーマの集計

市町村実施確認計画 実施

要件クリアしているテーマ

生態系保全 ○

水質保全

景観形成・生活環境保全

資源循環

水田貯留機能増進・地下水かん養

計画策定(項目) 1

計画のテーマに「○」を記入します。

注) ・この「田」様式は、支援交付金の対象となる農用地に占める「田」の割合が７割以上である場合

実践活動(項目) 4

合　計（項目） 7

新たな実践活動（項目） 1

地域活動要件 4項目以上

全テーマのチェック数

計画策定(項目) 1

啓発・普及(項目) 2

１７
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活動組織名： ○○地区農地・水・環境保全会

地域の目指すべき方向

＜付帯説明資料＞

ア

イ

・現に各種の共同活動がなされている区域を基本とし、水系単位や集落単位、学校区単位等、地域の
実情を踏まえた地区設定の考え方を記述

地域設定の考え方

地域に存する農地・農業用水等の資源、農村環境や共同活動の現状と課題

(ｲ)　農村環境

地域における農村環境の保全等に関する現状と課題を記載

・地域における農地・農業用水等の資源の保全管理に関する現状と課題を記載

(ｱ)　農地・農業用水等

ウ

(ｳ)　共同活動

課題に対する対策の実施方針

・地域における共同活動の取り組み状況等に関する現状と課題を記載

・地域における農村環境の保全等に関する現状と課題を記載

ウ 課題に対する対策の実施方針

(ｱ)　地域のテーマ

・地域の課題を踏まえ、農地・水・環境保全向上活動を通じた目指すべきテーマを記載

(ｲ)　農業の持続的発展（施設の適正な保全と長寿命化、環境負荷の低減）に関すること

農地 保全や遊休農地 発生防 農業用水等施 適 な管 環境負荷 低減等 地域 取

(ｳ)　農業・農村の多面的機能の発揮（農村景観の向上、国土保全、洪水防止等）に関すること

・農地の保全や遊休農地の発生防止、農業用水等施設の適切な管理、環境負荷の低減等、地域で取
り組む具体的な活動を記載

・農村景観の向上や農村自然環境の保全等、地域で取り組む具体的な活動を記載

(ｴ)　地域の活性化に関すること

(ｵ)　広域的な活動（広域的に行うことにより、高い効果が期待される活動）に関すること

・都市と農村の交流促進や地域リーダーの育成など、地域の活性化に資する具体的な活動を記載

・田んぼダムや防風林の適正管理など、広域的で具体的な活動を記載

・活動組織における農業者の役割の明確化など、具体的な役割分担を記載

(ｶ)　活動組織と農業者との役割分担について

田 や防風林 適 管 、 域的 具体的 活動 記載
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備
考

単
価

④
（
円

/h
r）

金
額

⑤
①

*
②

*
③

*
④

（
円

）

代
な

ど
上

記
以

外
の

も
の

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

「
計

画
に

位
置

付
け

る
活

動
」

重
点

的
に

配
分

さ
れ

る
こ

と
を

分
交

付
金

が
行

き
渡

る
こ

と
を

農
政

局
名

都
道

府
県

名

市
町

村
名

○
５

月
1
5,

5
00

a
30

4
○

５
月

15
.5

km
30

4

○
５

月
1

箇
所

30
4

○
５

月
8
.5

km
30

4

○
５

月
1
式

30
1

○
６

月
、

８
月

1
5,

5
00

a
30

3
○

６
月

、
８

月
2
.5

a
10

2

○
５

月
～

８
月

3
箇

所
3

1
○

６
月

15
.5

km
○

４
月

、
1
0月

15
.5

km
30

3

○
４

月
～

1
0
月

1
箇

所
30

1
○

５
月

～
８

月
1

箇
所

5
1

○
６

月
、

８
月

1
箇

所
30

4
○

1
0月

1
箇

所
30

4
○

4
月

1
箇

所
30

1
○

５
月

1
箇

所
30

1

○ ○
６

月
、

８
月

8
.5

km
30

4
○

４
月

、
1
0月

8
.5

km
30

2

計
が

同
額

に
な

る
よ

う
に

作
成

し
て

く
だ

さ
い

。
（

Ｇ
」
が

表
示

さ
れ

、
正

し
く
作

成
さ

れ
て

い
る

と
「Ｏ

位
置

付
け

る
活

動
」
　

欄
に

そ
れ

ぞ
れ

該
当

す
る

箇

た
し

て
い

る
か

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
（パ

ソ
コ

ン
上

そ
の

算
定

根
拠

や
業

務
内

容
に

つ
い

て
も

記
載

て
の

活
動

項
目

に
対

し
実

施
時

期
等

を
記

載
し

て

は
、

技
術

指
導

等
の

た
め

の
外

部
か

ら
招

く
専

保
険

料
、

文
具

代
及

び
光

熱
費

の
費

用
、

ア
ル

動
に

必
要

な
機

械
（

草
刈

り
機

な
ど

）
の

購
入

、
ま

た
は

、
パ

ソ
コ

ン
等

の
事

務
機

器
や

、
車

、
ｾ
ﾒﾝ
ﾄ
、

花
の

種
、

苗
な

ど
）

の
購

入
費

▲
▲

市

北
海

道

活
動

計
画

に
位

置
づ

け
※

注
２

北
海

道

単
位

作
業

人
数

①
（
人

）

、
会

場
使

用
料

、
通

信
費

作
業

量
実

施
時

期
作

業
時

間
② （
h
r）

等
賃

金
、

草
刈

り
機

や
車

の
燃

料
代

、
お

茶
代

平
成

２
０

年
度

計
　

画

い
て

】

市
町

村
や

関
係

機
関

に
お

問

い
て

、
「
対

象
と

な
る

活
動

」
「

化
す

る
活

動
に

交
付

金
が

重

わ
れ

る
様

々
な

活
動

に
充

分

都

田
○

田
○

田 田
○

田
○

田
○

田
○

田
○

田 田
○

田
○

田
○

田 田 田 田 田
○

田
○

田
○

田
○

田
○

田
○

田
○

田
○

田
○

支
出

の
部

の
費

目
別

・
区

分
別

そ
れ

ぞ
れ

の
合

な
い

と
支

出
の

部
の

各
合

計
の

欄
外

に
「■

Ｎ
Ｇ

目
に

つ
い

て
、

「対
象

と
な

る
活

動
」
「計

画
に

位

及
び

農
村

環
境

向
上

活
動

の
活

動
要

件
が

満
た

経
費

、
委

託
料

及
び

役
員

報
酬

に
つ

い
て

は
、

そ

い
場

合
も

含
め

、
活

動
計

画
に

位
置

づ
け

た
全

て

活
動

項
目

指
針

者
等

へ
の

外
注

費
、

事
務

の
外

注
費

、
ま

た
は

視
察

や
研

修
に

か
か

る
旅

費
、

事
務

日
当

、
保

加
者

に
対

し
て

支
払

っ
た

日
当

砕
石

、
砂

利
、

ｾ
ﾒﾝ

ﾄな
ど

）
の

購
入

費
、

活
動

必
要

な
機

械
（

草
刈

り
機

な
ど

）
の

購
入
費

、

実
施

す
る

上
で

必
要

な
資

材
（

砕
石

、
砂

利
、

り枝
払

い
・下

草
の

草
刈

り
発

生
防

止
の

た
め

の
保

全
管

理

対
象

と
な

る
活

動
※

注
２

の
発

生
状

況
の

把
握

水
槽

等
の

泥
上

げ

織
役

員
、

構
成

員
に

対
す

る
報

酬

当
、

保
険

料
、

文
具

代
及

び
光

熱
費

の
費

用
、

視
察

や
研

修
に

か
か

る
旅

費
、

ア
ル

バ
イ
ト

等

回
り

画
の

策
定

上
げ

地
法

面
等

の
草

刈
り

前
の

注
油

調
整

施
設

等
の

草
刈

り

刈
り

前
の

施
設

の
清

掃
・除

塵
管

理

泥
上

げ

基
礎

部
分

　
合

計

の
草

刈
り

上
げ

充 帯
説

明
資

料
の

記
載

に
つ

い

作
成

に
当

た
っ

て
は

、
関

係
市

そ
れ

ぞ
れ

の
活

動
項

目
に

つ

地
域

の
目

標
で

定
め

た
重

点

地
域

目
標

達
成

の
た

め
に

行

＜
付

帯
説

明
資

料
＞

農
用

地
開

水
路

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

た
め

池
農

　
道

全
施

設

○
※

注
１

　
収

入
の

部
（
合

計
）と

支

　
　

　
　

　
正

し
く
作

成
さ

れ
て

い

○
※

注
２

　
そ

れ
ぞ

れ
の

活
動

項

○
※

注
３

　
農

地
・
水

・向
上

活
動

○
※

注
４

　
運

営
費

に
係

る
機

械
経

○
※

注
５

　
交

付
金

を
配

分
し

な
い

う
ち
機

械
経

費

う
ち
物

材
費

う
ち
役

員
報

酬

う
ち
事

務
費

等

う
ち
そ

の
他

施
設

区 分

活 動 区 分 委
託

費
建

設
業

者

そ
の

他
先

進
地

視

日
当

活
動
参

加

購
入

・
ﾘｰ
ｽ費

資
材
（

砕

活
動
に

必

活
動
を

実

支
援

交
付

金
使

途
表

水
路

の
草

刈

※
防

風
林

の
枝

※
遊

休
農

地
発

施
設

の
点

検

配
水

操
作

施
設

の
点

検

(１
)基

礎
部

分
の

活
動

に
要

す
る

経
費

遊
休

農
地

等
の

※
ポ

ン
プ

吸
水

活
動
組

織

事
務
日

先
進
地

視

配
水

操
作

基 　 　 礎 　 　 部 　 　 分

実 　 践 　 活 　 動

農
用

地

開
水

路

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

点 検 活 動 計
画

策
定

た
め

池

農
　

道

施
設

の
点

検

配
水

操
作

定
期

的
な

見
回

共
同

作
業

計
画

※
水

路
の

泥
上

畦
畔

・
農

用
地

施
設

の
点

検

か
ん

が
い

期
前

ポ
ン

プ
場

、
調

た
め

池
の

草
刈

か
ん

が
い

期
前

管
理

道
路

の
管

※
た

め
池

の
泥

路
肩

・
法

面
の

※
側

溝
の

泥
上

※
砂

利
の

補
充

支
出

費
目

【
付

帯

○
作

○
そ

○
地

○
地

２０



計
内

前
年

度
積

立
金

0
0

0
0

燃
料

代
2
,0

0
0

2
,0

0
0

1
,4

5
2
,0

0
0

0
9
6
5
,6

0
0

0
0

0
1
8
5
,0

0
0

0
3
0
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,6

3
2
,6

0
0

8
0
,0

0
0

金
額

（
円

）
経

費
名４
　

そ
の

他
（
燃

料
代

等
）

（
円

）
（
円

）
備

考

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0

0 0
0

0 0 0 0 0 0 0 0
00

0
燃

0
1

回
2
0
,0

00
技

術
指

導
費

0 0 0 0
00

0
2
0
,0

00
0

00
0 0 0 0 0 0

60
0

00
0

3
00

B
1

式
5
0
,0

00
ﾕ

ﾆ
ｯ
ｸ
借

上
げ

0 0 0 0 0 0
1

回
2
0
,0

00
技

術
指

導
費

0
60

0
7
0
,0

00
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0
0

00
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

00
0

0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0
60

0
9
0
,0

00

金
額

（
円

）

③ ②
備

考
備

考

３
委

託
費

等

作
業

量
単

位

ﾊ
ｰ

ﾌ
ﾞ

1
,0

0
0

株
1
5
0

1
5
0
,0

1
5
0
,0

資
材

代
1

式
2
0
,0

0
0

2
0
,0

資
材

代
1

式
1
4
5
,6

0
0

1
4
5
,6

U
ﾄﾗ

ﾌ
5
0

ｍ
8
,0

0
0

4
0
0
,0

5
6
5
,6

モ
ル

タ
ル

5
0

m
3

1
,0

0
0

5
0
,0

5
0
,0

7
6
5
,6

材
料

名
単

位
金

額
③

①
*
②

（
円

）

物
材

費

単
価

②
（
円

/
単

位
）

備
考

購
入

・
リ

ー
ス

費

数
量

①

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2

8
2

1,
2
5
0

4
0
,0

0
0 0 0 0 0 0 0 0

機
2
0

8
2

1,
2
5
0

40
0
,0

0
0 0 0 0 0 0

44
0
,0

0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

44
0
,0

0
0

数
量

①
（
台

）

機
械

経
費

単
価

④
（
円

/
h
r）

作
業

回
数

③
（
回

）

作
業

時
間

②
（
h
r）

金
額

⑤
①

*
②

*
③

*
④

（
円

）

２
　

購

名 チ
ェ

ッ
ク

表
の

値
と

一
致

1
0

1
0

1
0

1
0 0 0

1
0

1
0

1
0

1
0 0

1
0 0

2
5
0
0

2
4
0
,0

0
0

畦
塗

機
1

0 0 0
2

5
0
0

1
2
0
,0

0
0

落
口

土
砂

上
げ

0
2

0
1

0
4

5
0
0

4
8
0
,0

0
0

草
刈

り
機

0 0 0 0 0
8
4
0
,0

0
0 0

2
5
0
0

9
0
,0

0
0 0 0

1
5
0
0

6
0
,0

0
0 0 0

1
5
0
0

6
0
,0

0
0

2
5
0
0

1
2
0
,0

0
0 0 0 0 0 0

1
0 0

3
3
0
,0

0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1
5
0
0

6
0
,0

0
0

1
0 0 0 0 0 0

1
0

1
5
0
0

1
5
,0

0
0

2
5
0
0

6
0
,0

0
0

1
0

1
3
5
,0

0
0

2
5
0
0

3
0
,0

0
0 0 0 0

2
0 0 0 0

2
0 0 0

3
0
,0

0
0

1
,3

3
5
,0

0
0

1
　

日
当

備
考

作
業

回
数

③
（
回

）

単
価

④
（
円

/
h
r）

金
額

⑤
①

*
②

*
③

*
④

（
円

）

算
出

根
拠

（
作

業
量

・
時

間
）

機
械

名

活
動

計
画

書
の

地
域

活
動

指
針

す
る

か
確

認
し

て
く
だ

さ
い

。

○
４

月
1
5,

5
0
0

a
30

1
○

４
月

1
5,

5
0
0

a
5

1
○

４
月

1
5
.5

km
30

1
○

４
月

1
5
.5

km
5

1

○
４

月
1

箇
所

5
1

○
４

月
1

箇
所

5
1

○
４

月
8
.5

km
30

1
○

４
月

8
.5

km
5

1

○
４

月
1

式
30

1

○
４

月
、

1
0
月

1
4,

6
0
0

a
30

8
○

４
月

1
5,

5
0
0

a
30

2

○
１

０
月

1
5,

5
0
0

a
30

4

○
４

月
～

1
0
月

1
5,

5
0
0

a
30

1
○

４
月

～
1
0
月

1
5,

5
0
0

a
30

8
○

６
月

、
８

月
1
5,

5
0
0

a
30

8
○

１
月

1
5,

5
0
0

a

○
１

０
月

1
5
.5

km
○

４
月

、
1
0
月

5
0
0

m
30

3

○
１

０
月

1
5
.5

km
30

4

○
４

月
1
5
.5

km
30

4
○

４
月

、
1
0
月

1
5
.5

km
30

4

○
４

月
～

1
0
月

1
5
.5

km
30

2
○

４
月

～
1
0
月

1
5
.5

km
5

1

○
１

月
1
5
.5

km
30

2

○
４

月
5
0
0

m
30

4
○

４
月

5
0
0

m
30

4

○
４

月
～

1
0
月

5
箇

所
30

1
○

４
月

～
1
0
月

1
箇

所
30

1
○

６
月

、
８

月
5

箇
所

30
2

○
１

月
30

2

○
４

月
、

1
0
月

8
.5

km
30

1

○
４

月
、

1
0
月

8
.5

km
30

2

○
４

月
、

1
0
月

8
.5

km
30

1

8 1
割

合
2
4

5
4
%

※
注

３
3
3

動
計

画
位

置
づ

※
注

２
作

業
量

作
業

人
数

①
（
人

）
単

位
実

施
時

期
作

作
業

時
間

② （
h
r）

平
成

２
０

年
度

計
　

画

活 す

田
○

○
管

理
田

○
○

田
○

○
管

理
田

○
○

田
管

理
田 田

○
○

管
理

田
○

○
田

○
○

管
理

田
○

○

策
定

田
○

○

田
○

○
初

期
補

修
田

○
○

の
適

正
管

理
田

正
管

理
田

掃
田

○
○

田
○

見
回

り
田

○
○

応
急

措
置

田
○

○
草

対
策

田
○

○
技

術
の

研
修

田
○

○
な

管
理

田 田
○

の
た

め
の

溝
切

り
田

○

ら
み

修
正

田
○

○
田

○
○

す
る

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

等
田

○
す

る
早

期
対

応
田

○
材

の
充

填
・
水

路
耕

畔
の

補
強

田
○

○
た

藻
等

の
除

去
田

○
正

管
理

田
期

補
修

田
○

○
修

田
○

○
田

○
守

管
理

の
徹

底
田

○
見

回
り

田
○

○
応

急
措

置
田

○
○

草
対

策
田

○
技

術
の

研
修

田
○

○
活

動
田

○

ス
基

礎
部

の
補

強
田

修
田

正
管

理
田 田 田

凍
結

防
止

対
策

田
食

防
止

剤
の

塗
布

等
田

見
回

り
田

応
急

措
置

田
草

対
策

田
技

術
の

研
修

田

補
修

田
造

物
の

目
地

詰
め

田
○

○
造

物
の

表
面

劣
化

に
対

す
る

対
応

田
○

○
期

補
修

田
○

正
管

理
田

修
田

○
管

理
の

徹
底

田
○

検
・
補

修
田

○
見

回
り

田
○

○
応

急
措

置
田

○
○

草
対

策
田

○
○

技
術

の
研

修
田

○
○

め
田

○
○

下
に

対
す

る
早

期
対

応
田

○
材

の
充

填
田

○
初

期
補

修
田

○
修

田
○

○
見

回
り

田
○

応
急

措
置

田
○

草
対

策
田

○
技

術
の

研
修

田
○

○
田

機
能

診
断

8
計

画
策

定
1

実
践

活
動

4
4

合
計

5
3

活
動

に
位

け
※

指
針

対
象

と
な

る
活

動
※

注
２

活
動

項
目

農
地

・
水

向
上

活
動

　
合

計

平

(２
)農

地
・
水

向
上

活
動

に
要

す
る

経
費

施
設

の
機

能
診

断
診

断
結

果
の

記
録

管
施

設
の

機
能

診
断

診
断

結
果

の
記

録
管

施
設

の
機

能
診

断
診

断
結

果
の

記
録

管
施

設
の

機
能

診
断

診
断

結
果

の
記

録
管

施
設

の
機

能
診

断
診

断
結

果
の

記
録

管

全
施

設
年

度
活

動
計

画
の

策

※
畦

畔
の

再
築

立
※

農
用

地
法

面
の

初
※

鳥
獣

害
防

護
柵

の
※

防
風

ネ
ッ

ト
の

適
暗

き
ょ

施
設

の
清

掃
農

用
地

の
除

れ
き

異
常

気
象

等
後

の
見

異
常

気
象

等
後

の
応

き
め

細
や

か
な

雑
草

機
能

診
断

・補
修

技
※

防
風

林
の

適
切

な
※

融
雪

材
の

散
布

※
融

雪
配

水
促

進
の

※
水

路
側

壁
の

は
ら

※
目

地
詰

め
※

表
面

劣
化

に
対

す
※

不
同

沈
下

に
対

す
※

側
壁

の
裏

込
め

材
※

水
路

に
付

着
し

た
※

遮
光

施
設

の
適

正
※

水
路

法
面

の
初

期
※

破
損

施
設

の
改

修
通

水
試

験
の

実
施

ゲ
ー

ト
類

等
の

保
守

異
常

気
象

等
後

の
見

異
常

気
象

等
後

の
応

き
め

細
や

か
な

雑
草

機
能

診
断

・補
修

技
※

積
雪

被
害

防
止

活

※
給

水
栓

ボ
ッ

ク
ス

※
破

損
施

設
の

改
修

※
遮

光
施

設
の

適
正

通
水

試
験

の
実

施
パ

イ
プ

内
の

清
掃

給
水

栓
に

対
す

る
凍

空
気

弁
等

へ
の

腐
食

異
常

気
象

等
後

の
見

異
常

気
象

等
後

の
応

き
め

細
や

か
な

雑
草

機
能

診
断

・補
修

技

※
遮

水
シ

ー
ト

の
補

※
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
※

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

※
堤

体
浸

食
の

早
期

※
遮

光
施

設
の

適
正

※
破

損
施

設
の

改
修

ゲ
ー

ト
類

の
保

守
管

水
抜

き
に

よ
る

点
検

異
常

気
象

等
後

の
見

異
常

気
象

等
後

の
応

き
め

細
や

か
な

雑
草

機
能

診
断

・補
修

技

※
側

溝
の

目
地

詰
め

※
側

溝
の

不
同

沈
下

※
側

溝
の

裏
込

め
材

※
路

肩
・
法

面
の

初
※

破
損

施
設

の
改

修
異

常
気

象
等

後
の

見
異

常
気

象
等

後
の

応
き

め
細

や
か

な
雑

草
機

能
診

断
・補

修
技

除
排

雪
作

業

農
用

地

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

た
　

め
　

池

機 能 診 断 計
画

策
定

開
　

水
　

路

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

た
　

め
　

池

開
　

水
　

路

施
設

農
道

農
道

農
用

地

区 分

活 動 区 分

農 地 ・ 水 向 上 活 動
実 　 践 　 活 　 動２１



計
内

前
年

度
積

立
金

0
0

0
7
0,

0
0
0

0
6
0,

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
0
4
,0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
5
3
4
,0

0
0

金
額

（
円

）
備

考

４
　

そ
の

他
（
燃

料
代

等
）

（
円

）
経

費
名

（
円

）

0 0
0

0 0
1

基
5
0
,0

0
0

看
板

0 0
20

,0
00 0

20
,0

00
5
0
,0

0
0

40
,0

00
1

式
2
0
,0

0
0

講
師

謝
金

0 0 0 0 0 0
40

,0
00

2
0
,0

0
0

0 0
0

0 0 0 0 0 0 0
0

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0

0 0
0

0 0 0 0 0 0 0
0

0 0 0
20

,0
00 0 0 0

20
,0

00
0

0 0
0

0 0 0 0 0 0 0
0

0 0 0 0 0
0

0 0
0

0 0 0 0 0 0 0
0

0 0 0 0 0
0

80
,0

00
7
0
,0

0
0

備
考

額
③

*② 円
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作
業
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金

額
（
円
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備
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委

託
費

等

0 0 0 0 0 0 0
図

鑑
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物
材

費

単
位

材
料

名
数

量
①

単
価

②
（
円

/
単

位
）

金
額

①
*

（円
備

考

購
入

・リ
ー

ス
費

ク
表

の
値

と
一

致
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作
業

回
数

③
（
回

）

単
価

④
（
円

/
h
r）

作
業

時
間

②
（
h
r）

数
量

①
（
台

）

金
額

⑤
①

*
②

*
③

*
④

（
円

）

機
械

名

２
　

機
械

経
費

画
書

の
地

域
活
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指
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ェ
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ク
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1
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②
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③

*
④

（
円
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備
考

算
出

根
拠
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作

業
量

・
時

間
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機
作

業
回

数
③

（
回
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活
動

計
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す
る

か
確

○
６

月
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0
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○ ○
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月
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８
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m
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○
1
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0
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○
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月
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８
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○
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～
1
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km
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○
６

月
、

1
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月
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1 2
※

注
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作
業

時
間

② （
h
r）

単
位

実
施

時
期

作
業

量
作

業
人

数
①

（
人

）

平
成

２
０

年
度

計
　

画

活
動

計
画

に
位

置
づ

け
※

注
２

計
画

の
策

定
田 田 田

の
交

流
活

動
田

制
等

の
取

り
決

め
田

の
連

携
田

の
連

携
田

に
配

慮
し

た
施

設
の

適
正

管
理

田
た

生
息

環
境

の
提

供
田

史
を

考
慮

し
た

適
正

管
理

田
通

じ
た

在
来

生
物

の
育

成
田

除
、

刈
り

取
り

田
視

田
状

況
の

把
握

田

画
の

策
定

田 田 田
の

交
流

活
動

田
制

等
の

取
り

決
め

田
の

連
携

田
の

連
携

田

考
慮

し
た

施
設

の
適

正
管

理
田

水
（濁

水
）
管

理
田

い
の

実
施

田
期

に
お

け
る

通
水

田
ン

グ
の

実
施

・
記

録
管

理
田

活
環

境
保

全
計

画
の

策
定

田 田 田
の

交
流

活
動

田
制

等
の

取
り

決
め

田
の

連
携

田
の

連
携

田

地
域

用
水

と
し

て
の

利
用

・
管

理
田

た
め

の
施

設
へ

の
植

栽
等

田
し

た
景

観
に

配
慮

し
た

作
付

け
田

期
的

な
巡

回
点

検
・
清

掃
田

や
農

法
の

保
全

・
実

施
田

活
用

し
た

景
観

形
成

活
動

田

能
増

進
・地

下
水

か
ん

養
に

係
る

地
域

計
画

の
策

定
田 田 田

の
交

流
活

動
田

制
等

の
取

り
決

め
田

の
連

携
田

の
連

携
田

貯
水

機
能

向
上

活
動

田
能

向
上

の
た

め
の

施
設

操
作

田
水

か
ん

養
機

能
向
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活

動
田

林
等
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保

全
田

係
る

地
域

計
画
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策
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の
交

流
活
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田

制
等
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取

り
決

め
田
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連

携
田
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連

携
田
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堆

肥
化

田
利

用
し

た
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護
柵
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適
正

管
理
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復
利

用
田

施
設
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管
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田
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画

策
定

合
計

啓
発

・
普
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実

践
活

動
合

計

指
針
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農
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環
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計
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動
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全
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広
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と
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た
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史
放

流
・
植
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を
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駆
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希
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視
生
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生
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状

計
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策
定

水
質

保
全

計
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広
報
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動

啓
発

活
動
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域

住
民

等
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域
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規
制
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育
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と

行
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と
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質
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か
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排

循
環

か
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い
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水
質

モ
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タ
リ

ン

計
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策
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景
観
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活

広
報
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動

啓
発

活
動
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域

住
民

等
と
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域

内
の

規
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教
育
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と
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関
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と

農
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用
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景
観

形
成

の
た

農
用

地
を

活
用

施
設
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の

定
期

伝
統

的
施

設
や

農
用

地
等

を
活

計
画

策
定

水
田

貯
留

機
能

広
報

活
動

啓
発

活
動

地
域

住
民

等
と

地
域

内
の

規
制

学
校

教
育

等
と

行
政

機
関

等
と

水
田

の
持

つ
貯

地
域

排
水

機
能

水
田

の
地

下
水

水
源

か
ん

養
林

計
画

策
定

資
源

循
環

に
係

広
報

活
動

啓
発

活
動
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域
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規
制

学
校

教
育

等
と
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と
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伐

材
等

を
利

農
業

用
水

の
反

小
水

力
発
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実
践
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実
践

活
動

実
践

活
動

活
動

区
分

啓
発

・
普

及

啓
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普

及

啓
発

・
普

及

実
践

活
動

啓
発

・
普

及

区 分

テ ー マ
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金
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注
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農地・水・環境保全向上対策に係る協定書

（様式第６号）（国参考様式第２６号）

・協定期間は原則５年以上とします。ただし、協定期間は、
協定 終年度末の３月３１日までとすることができます。
例えば、平成２０年度採択地区の場合は、平成２４年度
末の平成２５年３月３１日までとすることができます。

（目的）

農地・水・環境保全向上対策に係る協定書

　 農地・水・環境保全向上対策実施要綱に基づき、○○地区農地・水・環境保全会（以下
「保全会」という。）と▲▲市（以下「市」という。）は、次のとおり協定を締結する。

（協定期間）

（目的）

  協定期間は、協定締結の日から平成●●年●月●日までとする。

協定の対象となる資源は（添付様式６）「活動計画」の第１に定めるとおりとする

第２条

第３条
（協定の対象となる資源）

第１条   この協定は、■■集落一円の地域に存する農地・農業用水等の資源や環境の保全と
質的向上を図る活動が円滑に実施できるよう、その内容等について定めることを目的

第５条
（市町村の役割）

  協定の対象となる資源は（添付様式６）「活動計画」の第１に定めるとおりとする。

（実施計画）
第４条

第３条

  保全会が実施する活動は、（添付様式６）「活動計画」の第２に定めるとおりとす
る。

  市は、協定の対象区域において、保全会が第４条に定める実施計画とは別に、次の
事項を行う

（その他）

（１） 市町村管理施設における役割

・・・・・・・必要に応じて記述・・・・・・・
（２） 市町村管理施設以外における役割

別紙のとおり

事項を行う。

  以上を証するため、本協定書２通を作成し、保全会及び市は、それぞれ記名押印の上、各
一通を保有する。

（その他）
第６条   この協定に定めのない事項、又は疑義が生じた場合は、保全会と市が別に協議して

定めるものとする。

印

印
▲▲市■■町○○番地

▲▲市長 ■■■■

代表 北海　太郎

▲▲市■■町●●番地

平成●●年●月●日

○○地区農地・水・環境保全会・市町村が他の役割を担う場合に必要に応じ
て記述します。市町村に確認してください。

印

  別添資料　「○○地区農地・水・環境保全会　規約」

２４



・施設名、活動項目、役割分担が明記されていれば様式は任意
とします。

第５条（１）別紙

役割分担

▲▲市 保全会

開水路 水路の泥上げ
○○排水路の土砂
上げについては市が
実施する。

左記以外の排水路
及び用水路は保全会
が実施する。

施設名 活動項目
役割分担

開水路(排水路)
農道

破損施設の改
修

大規模なものについ
ては市が実施する。

規模の小さなものは
保全会が実施する。

農道 除排雪作業
右記以外については
市が実施する。

○○号線については
保全会が実施する。

側溝の裏込め
材の充填

砂利は、市の資材置
き場に準備する。

資材置き場での積み
込み、運搬の作業か
ら保全会が実施す
るる。

２５



（様式第１号）（国参考様式第１３号）

○○保全会第　　　　号
平成　　年　　月　　日

北海道農地・水・環境保全向上対策協議会
会　長 眞　　野　　　　弘 殿

印代 表 北 海 太 郎
○○地区農地・水・環境保全会

共同活動支援交付金に係る採択申請書

  共同活動支援交付金に係る業務方法書第５条第１項に基づき、次のとおり共同活動支援
交付金の採択を申請します。

北海道▲▲市■■集落 一円の地域

記

１．活動組織名

２．協定の対象となる位置

○○地区農地・水・環境保全会・採択申請年度から平成２３年度
までの年数を記載します。

３．協定期間

年

協定締結年度 協定終了年度
共同活動支援交付金

交付年数①
平成 年度 ４年度２０ 平成 ２４

４．共同活動支援交付金総額

草地

基
礎
支

共同活動支援交付金
交付年数における

交付金総額
③=①×②

田
畑

年度当たり
交付金額

②

円4,940,880
416,640

19,763,520 円

対象農用地
面積

14,532 a
868 a 円

0 円
円
円

104,160
00

促
進
費

草地
計

自立的活動実施
計

支
援

a 0 円

円

円
15,400 a

00
5,045,040 円 20,180,160 円

円 20,180,160

円
0 円円

総　額

0

高度な農地・水
向上活動等の実施

円
0 円 0 円

5,045,040・「対象農用地面積」にある地目別面積に以下の
地目別交付単価を乗じて算出します。

２．農地・水・環境保全向上対策に係る協定書
添付資料 １．農地・水・環境保全向上対策に係る活動組織規約地目 １０ａ当たりの交付金額

田 ３，４００ 円

畑 １，２００ 円

草地 ２００ 円

２６



（様式第３０号）（国参考様式第５０号）

○○保全会第　　号
平成　　年　　月　　日

北海道農地・水・環境保全向上対策協議会
会 長 眞 野 弘 殿会　長　　眞　野　　　弘　　殿

○○地区農地・水・環境保全会
代表　　北　海　　太　郎　　印

営農活動支援交付金に係る採択申請書

記

　営農活動支援交付金に係る業務方法書第５条第１項に基づき、次のとおり営農活動支
援交付金の採択を申請します。

３．協定期間
営農 支援

１．活動組織名

２．協定の対象となる位置 北海道▲▲市■■集落一円の地域

○○地区農地・水・環境保全会

・採択申請年度から平成２３年
度までの年数を記載します。

４．営農活動支援交付金総額（④＋⑥） 円
(１)先進的営農支援

9,497,600

営農活動支援交付金
交付年数（①）

平成 年度21 平成

協定締結年度

年24 年度

協定終了年度

年度当たり 交付期間の交付金

3

対象農用地

a 円 円
a 円 円
a 円 円
a 円 円

円 円

■■ 40,000 120,00010

5,923,200先進的営農支援交付金合計（④） 1,974,400

水稲 3,104 1,862,400
40 72,000○○

○○

区域名

5,587,200
216,000果菜類・果実的野菜

年度当たり
交付金額（②）

交付期間の交付金
総額(③=①×②)

トマト（施設）

作物区分
対象農用地

面積

・「対象農用地面積」に以
下の「作物区分」を乗じ
て算出します。

１０a当たりの１０a当たりの

(２)営農基礎活動支援

円 円

添付資料 １．農地・水・環境保全向上対策に係る規約
２．農地・水・環境保全向上対策に係る協定書
３ 営農活動取組実践計画

400,000 1,200,000

年度当たり交付金額（⑤）
営農活動支援交付金交付年数に
おける交付金総額(⑥=①×⑤)

うち 施設トマト、
きゅうり なす ４０ ０００

６，０００水稲

６，０００いも・根菜類

１８，０００果菜類・果実的野菜

１０，０００葉茎菜類

３，０００麦・豆類

１０a当たりの

交付単価（円）
作物区分

うち 施設トマト、
きゅうり なす ４０ ０００

６，０００水稲

６，０００いも・根菜類

１８，０００果菜類・果実的野菜

１０，０００葉茎菜類

３，０００麦・豆類

１０a当たりの

交付単価（円）
作物区分

３．営農活動取組実践計画 きゅうり、なす、
ピーマン、いちご

上記の区分に該当し
ない作物

３，０００

１２，０００果樹・茶

４０，０００

１０，０００花き

きゅうり、なす、
ピーマン、いちご

上記の区分に該当し
ない作物

３，０００

１２，０００果樹・茶

４０，０００

１０，０００花き

・１営農活動区域につき200,000円を記入します。

・ここでは「○○区域」と「■■区域」の２区域があるため
200,000円×2区域＝400,000円となります。
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（様式第１３号）

○○保全会第　　　　号
平成　　年　　月　　日

北海道農地・水・環境保全向上対策協議会
会　長 ○　○　　○　○ 殿

印代 表 北 海 太 郎
○○地区農地・水・環境保全会

共同活動支援交付金に係る交付金交付申請書

　このことについて、共同活動支援交付金に係る業務方法書第６条第１項に基づき、平
成●●年度の交付金を申請します。

採択申請書 「年度 金

１．共同活動支援交付金額

記

対象農用地
年度当たり
交付金額

・採択申請書の「年度当たり交付金
額②」の金額を転記します。

4,940,880

面積
交付金額

②

a

a

a

868

14,532

円

円

円

田

畑
基
礎
支
援 草地

104,160

高度な農地・水
向上活動等の実施

a

a計 15,400

円

5,045,040 円

円

自立的活動実施

援

促
進
費

草地

5,045,040

円
自立的活動実施

計

総　額 円

円

費
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２．共同活動支援の活動組織使途計画

支援交付金使途表（本マニュアルＰ２１）
の【支出の部】区分別合計金額を転記し
てください。

〕〔

項　　　　目 金　　　額

（円）

　基礎部分の活動に要する経費 円870,000
80 000 〕〔

　活動組織の管理運営に要する経費

円

円

誘
導
部
分 　農村環境向上活動に要する経費

　農地・水向上活動に要する経費

534,000

円

2,632,600

1,088,440

80,000

　高度な農地・水向上活動等

　自律的活動

円

円

　促進費の活動に要する経費

円

〕

注１）

〔

　支出の部において前年度からの積立金がある場合は、積立金に相当する額を上段
に［ ］書きで内数で表示すること

80,000
合　　　　計

円

円

 活動組織の次年度積立に要する経費

5,125,040

注２）

に［　］書きで内数で表示すること。

　最終年に当たっては、「活動組織の次年度積立に要する経費」欄を削除すること。
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積立金額の大小に関わらず、発生した年度毎に使途計画及び使途実績の内容等を記載し、次
の書類に添付し報告してください。
・計画～交付金交付申請書
・実績～実施状況調書
※先進的営農支援において積立金が発生した場合も同様の扱いとなります。
※記載方法は道協議会から示される事務連絡等をご確認ください※記載方法は道協議会から示される事務連絡等をご確認ください。

活動組織名：○○地区農地・水・環境保全会

① 　執行残等により発生した積立金がある場合

平成●● 年度　積立金使途計画表（共同活動支援交付金）

年度
※１

区分
※２

積立額
（千円）

活動
時期

活動内容
備考

※３、※４

計画

実績

計画

実績

平成２２年度

平成２３年度
実績

② 　次年度以降に必要とする経費がある場合

年度
※１

区分
※２

積立額
（千円）

活動
時期

活動内容
備　考
※３

計画

実績
平成２２年度

計画

実績

③ 　翌年度の予備費として積み立てる場合

年度
※１

区分
※２

積立額
（千円）

備　考
※３

平成２３年度

活動内容

計画

実績

計画

実績

集　　計　（①＋②＋③）

平成２２年度

平成２３年度

年度
※１

区分
※２

積立額
（千円）

備　考
※３

計画 0

実績 0

計画 0

実績 0

活動内容

平成２２年度

平成２３年度
実績 0

※４　計画していた積立金が全額使用できず、執行残が発生した理由を記載してください。

※１　発生した積立金を使用する年度です。

※２　道協議会へ提出する次の書類に添付してください。

　　①　計画欄を記載したもの ～ 交付金交付申請書（様式第１３号）に添付してください。

　　②　①に実績欄を追記したもの ～ 実施状況調書（様式第２３号）に添付してください。

※３　実績の活動内容が計画から変更となる場合は、その理由を記載してください。
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（様式第３５号）

○○保全会第　　　　号
平成　　年　　月　　日

北海道農地・水・環境保全向上対策協議会
会　長 眞　　野　　　　弘 殿

印

営農活動支援交付金交付申請書

○○地区農地・水・環境保全会
代 表 北 海 太 郎

１　営農活動支援交付金額

記

　このことについて、営農活動支援交付金に係る業務方法書第６条第１項に基づき、平
成●●年度の交付金の交付を申請します。

・採択申請書（本ﾏﾆｭｱﾙP25）に記載の対象農用地
面積、交付金額を転記します。

ただし、交付金額は採択申請書の「年度当たり交
付金額②」の金額を転記します。

　先進的営農支援 1,974,400

円果菜類・果実的野菜 40 ａ

交付金額

円

水稲 3,104 ａ 1,862,400 円

3,154 ａ

区分（区域名） 作物区分 対象農用地面積

円

区域

ト ト（施設） 10

72,000区域

区域 40 000

○○

○○

■■

　営農基礎活動支援

２ 活動組織の交付金の使途計画

総額 2,374,400 円

400,000 円

ａ 円

円トマト（施設） 10 ａ区域 40,000■■

２　活動組織の交付金の使途計画

　先進的営農に要する経費 1,974,400

先進的な取り組みを実施する農家へ配分に
経費

1 774 400

項　　目 金　　額　（円）

　営農基礎活動に要する経費 400,000

合　　計 2,374,400

活動組織全体としての活動に要する経費 200,000

活動組織の次年度積立に要する経費

要する経費
1,774,400

注２） 　最終年に当たっては、「活動組織の次年度積立に要する経費」欄を削除すること。

注１） 　前年度からの積立金がある場合は、積立金に相当する額を上段に［　］書きで外数と
して記載すること。
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（様式第１８号）

○○保全会第　　　　号
平成　　年　　月　　日

北海道農地・水・環境保全向上対策協議会
会　長 ○　○　　○　○ 殿

印代 表 北 海 太 郎
○○地区農地・水・環境保全会

　共同活動支援交付金の業務方法書第７条に基づき、次のとおり共同活動支援交付金の概
算払を申請します。

平成●● 年度共同活動支援交付金に係る
概算払申請について（第● 回）

１　概算払申請額　（③＋⑦）

２　交付申請額内訳

2,270,268 円

記

・概算払申請額は道協議会に確
認してください。

（１）基礎支援

交付決定額 ①

既受領額 ②

今回概算払申請額 ③

交付決定額との差額 ④＝①－②－③

2,270,268

2,774,772

円

円

項　　　目 金　　　額

円

円

5,045,040

0

認してください。

（２）促進費

交付決定額 ⑤

既受領額 ⑥

今回概算払申請額 ⑦

0 円

円

0 円

0

項　　　目 金　　　額

・口座名義人は全てカタカナで記載
してください。今回概算払申請額 ⑦

交付決定額との差額 ⑧＝⑤－⑥－⑦

３　振込先

金融機関名及び店舗名 ：●●●●●●●●●●●●
預貯金別口座番号 ：●●●●●●●
口座名義人（カタカナ） ：●●●●●●●●●●●●●●●●

0 円

円してください。

・営農活動支援交付金の会計口座と
分けて開設してください。

名義

口座名義人の住所 ：●●●●●●●●●●
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（様式第４０号）

北海道農地・水・環境保全向上対策協議会

○○保全会第　　　　号
平成　　年　　月　　日

北海道農地 水 環境保全向 対策協議会
会　長　　眞　　野　　　弘　　殿

印

平成●●年度営農活動支援交付金
概算払申請書（第■回）

○○地区農地・水・環境保全会
代 表 北 海 太 郎

１　概算払申請額（③合計＋⑦の総合計）

円

　営農活動支援交付金の業務方法書第７条に基づき、次のとおり交付金の概算払を申請
します。

記

2,012,400 ・概算払申請額は道協議会に確認

２　交付申請額内訳
　（１）営農基礎支援

50,000
今回申請額　　　　③ 100,000 50,000
差額　④＝①－②－③ 0 50,000

200,000
150,000

既受領額　　　　　② 100,000 100,000
400,000交付決定額　　　　① 200,000 200,000

単位：円 
合計

, ,

項　目 ○○ ■■

・概算払申請額は道協議会に確認
してください。

　（２）先進的営農支援

72,000
今回申請額　　　　⑦ 1,862,400 0
差額　⑧＝⑤－⑥－⑦ 0 72,000

0
1,862,400

既受領額　　　　　⑥ 0 0
1,934,400交付決定額　　　　⑤ 1,862,400 72,000

単位：円 

項　目
○○

水稲 果菜類・果実的野菜 合計

40,000
今回申請額　　　　⑦ 0
差額　⑧＝⑤－⑥－⑦ 40,000

0
0

既受領額　　　　　⑥ 0
40,000交付決定額　　　　⑤ 40,000

単位：円 

項　目
■■

トマト（施設） 合計

先進的営農支援の概算払を受けるためには 市町村長

112,000
今回申請額　　　　⑦
差額　⑧＝⑤－⑥－⑦

0
1,862,400

既受領額　　　　　⑥
1,974,400交付決定額　　　　⑤

単位：円 

項　目 総合計
合計

・先進的営農支援の概算払を受けるためには、市町村長
の確認通知の写しが必要です。

３　振込先
　金融機関名及び店舗名　：
　預貯金別口座番号　　　：
　口座名義人（カタカナ）：
　口座名義人の住所　　　：●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●
●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●

・口座名義人は全てカタカナで記載
してください。

・共同活動支援交付金の会計口座と
分けて開設してください。
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Ⅱ．報告書類類
（市町村へ）

【注意事項】

報告書類の提出期限は 市町村にお問い合報告書類の提出期限は、市町村にお問い合
わせください。



(様式第２０号)（国参考様式第１８号）

平成 年 月 日
○○保全会第　　　　号

殿

印

平成　　年　　月 　日

市町村長

○○地区農地・水・環境保全会
代 表 北 海 太 郎

共同活動支援交付金に係る実施状況報告書

　平成●●年度の実施状況について共同活動支援交付金に係る業務方法書第９条第１項に
基づき次のとおり関係書類を添えて報告します。

記

１．基礎支援対象活動実施状況報告書【別紙１】
２．作業写真整理帳【別紙２】

・２部提出してください。
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添付様式４　別添１　（国添付様式９　別添１） 添付様式２０　別添１　（国添付様式１８－１）
地域活動指針チェック表 基礎支援対象活動実施状況報告書

基礎部分　【田】

農用地 ○ 遊休農地等の発生状況の把握 ○ ○ ○ ×××

区
分

活動区分
市町村

実施確認
計画施設 活動項目

対象とな
る活動

施設の
有無

活動組織名：○○地区農地・水・環境保全会

現況 実施
写真番

号
備　考

・記入しません。・市町村との協定書類に記入された
内容と同じ項目に「○」が記入され
ているか確認してください。

農用地 ○ 遊休農地等の発生状況の把握 ○ ○ ○ ×××
開水路 ○ 施設の点検 ○ ○ ○ ○ ×××
パイプライン 施設の点検
ため池 ○ 施設の点検 ○ ○ ○ ×××
農道 ○ 施設の点検 ○ ○ ○ ○ ×××

計画策定 全施設 ○ 共同作業計画の策定 ○ ○ ○ ○ 当該年度の共同作業計画書を添付

畦畔・農用地法面等の草刈り ○ ○ ○ ○ ×××
※遊休農地発生防止のための保全管理 ○ ○ ○ ×××
※防風林の枝払い・下草の草刈り 防風林はない

配水操作 ○ ○ ○ ○ ×××
水路の草刈り ○ ○ ○ ○ ×××

○

点検活動

農用地

水路の草刈り ○ ○ ○ ○ ×××
※水路の泥上げ ○ ○ ○ ● ×××

配水操作
ポンプ場、調整施設等の草刈り
※ポンプ吸水槽等の泥上げ
かんがい期前の注油

定期的な見回り ○ ○ ○ ○ ×××
配水操作 ○ ○ ○ ○ ×××

○

基
礎
部
分 パイプライン

開水路

実践活動

配水操作 ○ ○ ○ ○ ×××
ため池の草刈り ○ ○ ○ ○ ×××
※ため池の泥上げ ○ ○ ● ××× 土砂の堆積が確認されなかったため未実施

かんがい期前の施設の清掃・除塵 ○ ○ ○ ○ ×××
管理道路の管理 ○ ○ ○ ○ ×××

※砂利の補充 ○ ○ ○ ×××
路肩・法面の草刈り ○ ○ ○ ○ ×××
※側溝の泥上げ ○ ○ ○ ○ ×××

○

農道

ため池

○

4 2 4 4
1 1 1 1

14 11 14 14
19 14 19 19

注) ・この「田」様式は、支援交付金の対象となる農用地に占める「田」の割合が７割以上である場合、
　もしくは、混在はしているが、区域が明確に分かれる場合の「田」地域で使用する。
・※印のついた太字の実践活動は点検結果に基づいて実施の必要性を判断し、必要に応じて実施する活動
・役割分担により市町村が実施する活動項目がある場合は、その旨を備考欄に記載する。
・活動項目を実施する施設がない場合、その旨を備考欄に記載する。(砂利道がない場合の「砂利の補充」など)

合　計(項目)

点検活動(項目)
計画策定(項目)
実践活動(項目)

・○と●の合計数を
記入する。

【基礎部分の活動要件】

・基礎部分は、協定区域に存在する施設に該当する
活動項目すべてを実施する必要があります。

・ただし、※印の活動項目については、点検活動を
行った結果により、必要に応じて実施します。

・点検、機能診断の結果、実施の必要がないと
判断され、活動を実施しなかった活動項目
（「実施」欄に「●」を記入した活動項目）は、
当該施設に対し点検を行っている写真や実
施の必要性がないことを証明できる写真を添
付します。

【実施】

・共同活動を実施した活動項目に「○」を記入します。（点検の結果、当該年度は実施する必要がないと
判断した場合は「●」を記入し、備考欄にその理由を記入します。）

【写真番号】

・共同活動の実施状況写真を整理した（添付様式１８－２）「作業写真整理帳」より、該当する写真番号
を転記します。(写真はどのようなカメラで撮影してもよく、活動項目毎に年内を通じて１枚の写真で可
能です ）能です。）

【備考】

・「計画策定」については計画書を添付します。「機能診断」については、機能診断結果と記録管理の資
料を添付します。

・点検、機能診断の結果、実施の必要がないと判断され、活動を実施しなかった場合はその理由を記入
します。
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添付様式４　別添１　（国添付様式９　別添１） 添付様式２０　別添１　（国添付様式１８－１）
地域活動指針チェック表 基礎支援対象活動実施状況報告書

誘導部分－農地・水向上活動　【田】

施設の機能診断 ○ ○ ○ ×××
診断結果の記録管理 ○ ○ ○ 記録した資料を添付
施設の機能診断 ○ ○ ○ ×××
診断結果の記録管理 ○ ○ ○ 記録した資料を添付
施設の機能診断
診断結果の記録管理

区分 活動区分

○

○

機能診断

開水路

対象とな
る活動

施設
施設の
有無

農用地

パイプライン

活動項目 実施
写真番

号
備　考

活動組織名：○○地区農地・水・環境保全会

現況 計画
市町村

実施確認

・記入方法は、基礎部分と同じです。

診断結果の記録管理
施設の機能診断 ○ ○ ○ ×××
診断結果の記録管理 ○ ○ ○ 記録した資料を添付
施設の機能診断 ○ ○ ○ ×××
診断結果の記録管理 ○ ○ ○ 記録した資料を添付

計画策定 全施設 ○ 年度活動計画の策定 ○ ○ ○ 当該年度の共同作業計画書を添付
※畦畔の再築立 ○ ○ ○ ○ ×××
※農用地法面の初期補修 ○ ○ ○ ○ ×××
※鳥獣害防護柵の適正管理 鳥獣害防護柵はない
※防風ネットの適正管理 防風ネットはない
暗きょ施設の清掃 ○ ○ ○ ×××
農用地の除れき ○
異常気象等後の見回り ○ ○ ○ ● 異常気象がなかったため、本年度未実施

異常気象等後の応急措置 ○ ○ ○ ● 異常気象がなかったため、本年度未実施

農　道 ○

○

○

機能診断

農用地

ため池

パイプライン

異常気象等後の応急措置 ○ ○ ○ ● 異常気象 な たため、本年度未実施

きめ細やかな雑草対策 ○ ○ ○ ○ ×××
機能診断・補修技術の研修 ○ ○ ○ ×××
※防風林の適切な管理 防風林はない
※融雪材の散布 ○
※融雪配水促進のための溝切り ○

※水路側壁のはらみ修正 ○ ○ ○ ×××
※目地詰め ○ ○ ○ ×××
※表面劣化に対するコーティング等 ○
※不同沈下に対する早期対応 ○
※側壁の裏込め材の充填・水路耕畔の補強 ○ ○ ○ ● ××× 異常がなかったため未実施
※水路に付着した藻等の除去 ○
※遮光施設の適正管理 遮光施設はない
※水路法面の初期補修 ○ ○

農
地
・

※水路法面の初期補修 ○ ○
※破損施設の改修 ○ ○ ○ ○ ×××
通水試験の実施 ○
ゲート類等の保守管理の徹底 ○
異常気象等後の見回り ○ ○ ○ ● 異常気象がなかったため、本年度未実施

異常気象等後の応急措置 ○ ○ ● 異常気象がなかったため、本年度未実施

きめ細やかな雑草対策 ○
機能診断・補修技術の研修 ○ ○ ○ ×××
※積雪被害防止活動 ○

※給水栓ボックス基礎部の補強
※破損施設の改修
※遮光施設の適正管理
通水試験の実施

○開水路

実践活動

水
向
上
活
動

【農地・水向上活動の活動要件】

・「機能診断」及び「計画策定」は、協定区域に存在する施設
に該当する活動項目すべてを実施する必要があります。

「実践活動 は 協定区域に存在する施設に該当する活動パイプ内の清掃
給水栓に対する凍結防止対策
空気弁等への腐食防止剤の塗布等
異常気象等後の見回り
異常気象等後の応急措置
きめ細やかな雑草対策
機能診断・補修技術の研修

※遮水シートの補修 遮水シートはない
※コンクリート構造物の目地詰め ○ ○ ● ×××
※コンクリート構造物の表面劣化に対する対応 ○ ○ ● ×××
※堤体浸食の早期補修 ○
※遮光施設の適正管理 遮光施設はない
※破損施設の改修 ○

パイプライン

・「実践活動」は、協定区域に存在する施設に該当する活動
項目数（「対象となる活動」の項目数）の５０％以上実施する
必要があります。また、「現況」で実施していない新たな活動
を１項目以上含む必要があります。

※破損施設の改修 ○
ゲート類の保守管理の徹底 ○
水抜きによる点検・補修 ○
異常気象等後の見回り ○ ○ ○ ● 異常気象がなかったため、本年度未実施

異常気象等後の応急措置 ○ ○ ● 異常気象がなかったため、本年度未実施

きめ細やかな雑草対策 ○ ○ ○ ×××
機能診断・補修技術の研修 ○ ○ ○ ×××

※側溝の目地詰め ○ ○ ○ ○ ×××
※側溝の不同沈下に対する早期対応 ○
※側溝の裏込め材の充填 ○
※路肩・法面の初期補修 ○
※破損施設の改修 ○ ○ ○ ○ ×××
異常気象等後の見回り ○ ○
異常気象等後 応急措置 ○

○

○農道

ため池

異常気象等後の応急措置 ○
きめ細やかな雑草対策 ○
機能診断・補修技術の研修 ○ ○ ○ ×××
除排雪作業 役場が実施する。

8 0 8 8
1 0 1 1

44 12 24 23
27% 54% 52%

53 12 33 32
13 12

50%以上

機能診断(項目)

地域活動要件

計画策定(項目)

実践活動(項目)

合　計（項目）
新たな実践活動（項目）

・機能診断の結果 実施の必要がないと判断され 活動を実
・実践活動の項目数について割
合を算定します。

（実施÷対象となる活動
＝２３÷４４＝５２．２％
→５２％ （小数点以下第１位で
切り捨て））

・機能診断の結果、実施の必要がないと判断され、活動を実
施しなかった活動項目（「実施」欄に「●」を記入した活動項
目）は、当該施設に対し機能診断を行っている写真や実施の
必要性がないことを証明できる写真を添付します。

・なお、異常気象等がなく「異常気象等後の見回り」や「異常気
象等後の応急措置」を実施しなかった場合については、備考
欄に未実施である旨を記載し、写真の添付は不要です。３６



添付様式４　別添１　（国添付様式９　別添１） 添付様式２０　別添１　（国添付様式１８－１）
地域活動指針チェック表 基礎支援対象活動実施状況報告書

誘導部分－農村環境向上活動　【田】

テーマ：生態系保全

活動項目 現況区分 テーマ 活動区分 計画 実施 写真番号 備　考

活動組織名：○○地区農地・水・環境保全会

市町村
実施確

認

・記入方法は、基礎部分と同じです。

計画策定 生態系保全計画の策定 ○ ○ 生態系保全計画書を添付
広報活動
啓発活動 ○ ○ ×××
地域住民等との交流活動
地域内の規制等の取り決め
学校教育等との連携 ○ ○ ○ ×××
行政機関等との連携

生態系保全に配慮した施設の適正管理 ○ ○ ○ 生物調査報告書を添付
水田を活用した生息環境の提供
生物の生活史を考慮した適正管理 ○ ○

農
村
環
境
向
上
活

生態系保全

啓発・普及

認

生物の生活史を考慮した適正管理 ○ ○ ×××
放流・植栽を通じた在来生物の育成
外来種の駆除、刈り取り
希少種の監視
生物の生息状況の把握

0 1 1
1 2 2
1 2 2
2 5 5

1 1

計画策定(項目)
啓発・普及(項目)
実践活動(項目)
合 計（項目）

活
動

実践活動

新たな実践活動（項目）

テーマ：水質保全

計画策定 水質保全計画の策定
広報活動
啓発活動
地域住民等との交流活動
地域内の規制等の取り決め
学校教育等との連携
行政機関等との連携

啓発・普及農
村
環

現況 実施区分 テーマ 活動区分 活動項目 計画
市町村
実施確

認
写真番号 備　考

水質保全を考慮した施設の適正管理
水田からの排水（濁水）管理
循環かんがいの実施
非かんがい期における通水
水質モニタリングの実施・記録管理

0 0
0 0

計画策定(項目)
啓発・普及(項目)

環
境
向
上
活
動

水質保全

実践活動

0 0
0 0
0 0

0

テーマ：景観形成・生活環境保全

計画策定 景観形成・生活環境保全計画の策定
広報活動
啓発活動
地域住民等との交流活動

啓発 普及(項目)
実践活動(項目)
合 計（項目）

活動項目 計画
市町村
実施確

認
備　考区分 テーマ 活動区分 現況

新たな実践活動（項目）

写真番号実施

地域住民等との交流活動
地域内の規制等の取り決め
学校教育等との連携
行政機関等との連携

農業用水の地域用水としての利用・管理
景観形成のための施設への植栽等 ○ ○ ○ ×
農用地を活用した景観に配慮した作付け
施設等の定期的な巡回点検・清掃 ○ ○ ○ ×
伝統的施設や農法の保全・実施
農用地等を活用した景観形成活動

農
村
環
境
向
上
活
動

実践活動

景観形成
・生活環境保全

啓発・普及

0 0
0 0
2 2 2
2 2 2

0

計画策定(項目)
啓発・普及(項目)
実践活動(項目)

新たな実践活動（項目）
合 計（項目）

３７



添付様式４　別添１　（国添付様式９　別添１） 添付様式２０　別添１　（国添付様式１８－１）
地域活動指針チェック表 基礎支援対象活動実施状況報告書

誘導部分－農村環境向上活動　【田】

テーマ：水田貯留機能増進・地下水かん養

写真番号実施テーマ 計画区分 現況
市町村
実施確

認
活動区分 活動項目 備　考

活動組織名：○○地区農地・水・環境保全会

・記入方法は、基礎部分と同じです。

計画策定 水田貯留機能増進・地下水かん養に係る地域計画の策定
広報活動
啓発活動
地域住民等との交流活動
地域内の規制等の取り決め
学校教育等との連携
行政機関等との連携

水田の持つ貯水機能向上活動
地域排水機能向上のための施設操作
水田の地下水かん養機能向上活動

農
村
環
境
向
上
活
動

水田貯留機能増
進
・地下水かん養

啓発・普及

認

水田の地下水かん養機能向上活動
水源かん養林等の保全

0 0
0 0
0 0
0 0

0

テーマ：資源循環

計画策定(項目)
啓発・普及(項目)
実践活動(項目)
合 計（項目）

新たな実践活動（項目）

動
実践活動

備 考現況 計画
市町村
実施確活動区分 活動項目区分 テ マ 写真番号実施

計画策定 資源循環に係る地域計画の策定
広報活動
啓発活動
地域住民等との交流活動
地域内の規制等の取り決め
学校教育等との連携
行政機関等との連携

有機性資源の堆肥化

備 考現況 計画 実施確
認

活動区分 活動項目

農
村
環
境
向
上
活

資源循環

区分

啓発・普及

テーマ 写真番号実施

有機性資源の堆肥化
間伐材等を利用した防護柵等の適正管理
農業用水の反復利用
小水力発電施設の適正管理

0 0
0 0
0 0
0 0

0
合　計（項目）

啓発・普及(項目)
実践活動(項目)

計画策定(項目)

新たな実践活動（項目）

活
動

実践活動

全テーマの集計

市町村実施確認

計 策定(項 )

資源循環

水田貯留機能増進・地下水かん養

要件クリアしているテーマ

生態系保全 ○ ○

水質保全

景観形成・生活環境保全

実施計画

注) ・この「田」様式は、支援交付金の対象となる農用地に占める「田」の割合が７割以上である場合

新たな実践活動（項目） 1 1

地域活動要件 4項目以上

全テーマのチェック数

計画策定(項目) 1

啓発・普及(項目) 2

実践活動(項目) 4

合　計（項目） 7

4

1

2

7

農 境【農村環境向上活動の活動要件】

・地域活動指針から、１つ以上のテーマを選んで、「計画」、「啓発・普及」、「実
践活動」をそれぞれ１つ以上実施し、かつ、全体で４項目以上実施する必要
があります。また、「現況」で実施していない新たな活動を１項目以上含む必
要があります。

３８



・写真はどんなカメラで撮影しても、構いません。
・写真の添付枚数は、各活動項目に対し１枚です。
（年間に何回活動しても、活動していることが明確な写真１枚の添付で構いません）

・写真番号は活動組織
で整理しやすい番号を
つけてください

【別紙2】

(添付様式20-2)(国添付様式18-2)

作業写真整理帳

つけてください。

・該当する活動
区分にチェック
して下さい。して下さい。

・写真の添付の順番は、活動項目
順でも、日付順でも構いません。

・複数の活動項目を同時に実施した場合、項目ごとの実施状
況がわかるのであれば、１枚の写真の添付でも構いません。

（例：水路の泥上げと植栽を同時に実施した場合など） ３９



（参考様式第５８号）

○○保全会第　　　　号
平成　　年　　月　　日

　市町村長　　 殿

印
○○地区農地・水・環境保全会

代 表 北 海 太 郎

                                     

　平成●●年度の実施状況について、農地・水・環境保全向上対策実施要領（平成19年
３月30日付け18農振第1778号生産局長、農村振興局長通知)の第５の１０の(１)に基づ
き 記関係書類を添え 提出す

営農活動支援交付金に係る実施状況報告書

　１．営農活動実施状況報告書
　２．生産記録
　３．点検シート

記

き、下記関係書類を添えて提出する。

先進的営農支援の概算払を申請する際 本報告書に対する市町村長からの先進的営農支援の概算払を申請する際、本報告書に対する市町村長からの
確認通知書の写しを添付します。

４０



添付様式６別添５　(国添付様式２６別添５)

第１　地域全体の農家が行う環境負荷低減に資する取組

(１)取組の実施内容

■■区域 営農活動計画　　　　　実施状況報告（その１）

・取り組んだ項目を選択します。（計画でチェックし
た取組をすべて行う必要はありません）

　①　ほ場からの環境負荷の流出を抑制する取組

　　　　浅水代かきの実施 　　　　無代かき栽培の実施
　　　　カバークロップの作付け

　　　　クリーニングクロップの作付け 　　　　あぜ塗りの実施(あぜシートの活用)

　②　有機物資源の循環利用の促進を通じた環境負荷の低減に資する取組

　　　　たい肥等有機質資材の施用 　　　緑肥作物の利用

　　　　　　　(計画)(実績)   　   (計画)(実績)

　　　　不耕起栽培の実施

有機質資 緑 物

　③　化学肥料や化学合成農薬の低減を通じて環境負荷の低減に資する取組

　　　　肥効調節型肥料の施用 　　　　生物農薬の利用
　　　　肥料の局所施用 　　　　対抗植物の利用
　　　　有機質肥料の施用 　　　　被覆栽培の実施
　　　　土壌診断に基づく施肥 　　　　フェロモン剤の利用

　　　　マルチ栽培の実施
　　　　機械除草 　　　　光利用技術の利用

除草用動物の利用 抵抗性品種 台木の利用

✔

✔

✔
✔

✔

✔

✔
✔

　　　　除草用動物の利用 　　　抵抗性品種・台木の利用
　　　　熱利用土壌消毒技術の利用
　　　　温湯種子消毒技術の利用
　　　　栽培施設周辺の除草
　　　　土壌還元消毒技術の利用

　④　環境負荷低減に資する製品を利用する取組 ⑤　その他

　　　　リサイクルプラスチックの利用 　　　　その他(　　　　　　　　　　　　　)
　　　　生分解性プラスチックの利用

※該当する取組内容の□に☑ を入れる

(２)取組の実施期間

第２　環境負荷低減に向けた推進活動

　支援対象年度に収穫される対象作物の生産過程等

　支援対象年度と同じ４月から翌年３月までの期間✔ ・区域で行った環境負荷低減に向けた推進
活動を選択します。（計画でチェックした取
組がすべてできなくても構いません。）

技術研修会や先進地調査・研修などの技術
の普及・研修

技術マニュアルや普及啓発資料の作成など
の資料作成、配布

取　組　内　容

環境負荷低減に向けた取組に関する検討
会、消費者との意見交換会等の開催等

技術実証ほの設置等による環境負荷低減技

先進地研修の写真

(計画)(実績)

検討会の資料

実 施 時 期

9月1日

添　付　書　類

7月15日

✔

✔

✔

✔

5月中旬設置

その他( )

土壌、生物等の調査分析

先駆的農業者等による技術指導

技術実証ほの設置等による環境負荷低減技
術の実証・調査

先進的取組の展示効果を高めるための標示
等

実証結果報告書

表示票の見本

5月30日～9月30日✔

✔

✔

✔

（注１）　該当する取組内容の□に☑ を入れる

（注２）　第２の「添付書類」には、推進活動を行う際に使用した資料名等を記入する。

その他(　　　　　　　　　　　　　)

・実施した推進活動についての実施時期、添付す
る書類等を記載します。添付書類等は取組内容
が分かるものであれば形式は問いません。 ４１



第３　まとまりをもって行う先進的な取組

○　主として取り組む作物区分

（計画） （実績）取り組む作物区分

・先進的営農で取り組む全ての作
物区分にチェックを入れます。

水稲

麦・豆類

いも・根菜類

葉茎菜類

✔ ✔

果菜類・果実的野菜

施設トマト等

果樹・茶

花き

上記以外

✔ ✔

上記以外

※該当する取組内容の□に☑ を入れる

４２



（様式第３０－２）（国添付様式５０－２）　　

第１ 地域全体の農家が行う環境負荷低減に資する取組

■■区域　営農活動取組実践計画　　実施状況報告書(その２）

（作物ごとのまとまり用）
表３（区域内対象農家等の一
覧表 転 す

第１　地域全体の農家が行う環境負荷低減に資する取組

取組を実施する農家の割合

表３の（イ）
15 戸

表３の（カ）
15 戸

表３の（ア）
18 戸

表３の（ア）
18 戸

83 ％ 83 ％

実　績
  営農活動計画第１の（１）の
  取組を実施する農家数（A)

　区域内対象農家数(B)

実施割合（A／B）

計　画

覧表）から転記します。

83 ％ 83 ％

第２ 　先進的な取組
(１)交付金の支払対象となる先進的な取組の実施面積

表４の（オ）
3,104 a

表４の（ク）
3,104 a

備　考

水稲

作 物 区 分 計　画　面　積 実　績　面　積

　実施割合（A／B）

表４（先進的な取組の実施農家の一覧表）
の（ク）を転記します。

3,104 a 3,104 a

表４の（オ）
40 a

表４の（ク）
40 a

表４の（オ）
11 a

表４の（ク）
11 a

（２）先進的な取組のまとまり
○ 対 象 作 物 名 ：

トマト（施設）

水稲

果菜類・果実的野菜

水稲

表４の（エ）
10 戸

表４の（キ）
10 戸

表３の（ウ）
17 戸

表３の（ウ）
17 戸

58 ％ 58 ％

計　画

　区域内対象農家のうち
　対象作物を生産する農家数（D)

　農家のまとまりの程度(C/D)

実　績

　先進的取組実施農家数（C）

○ 対 象 作 物 名 ：

表４の（エ）
2 戸

表４の（キ）
2 戸

表３の（ウ）
4 戸

表３の（ウ）
4 戸

実　績

　区域内対象農家のうち
　対象作物を生産する農家数（D)

農家 まとまり 程度( )

　先進的取組実施農家数（C）

トマト

計　画

50 ％ 50 ％

参考資料

・区域内対象農家等の一覧表(表３)

・先進的な取組の実施農家の一覧表(表４)

(注１)  第１の「区域内対象農家」については、表３の（注１）を参照。

(注２) 第２の（１）の「計画面積」 「実績面積」には 単年度の計画面積 実績面積を記入する

　農家のまとまりの程度(C/D)

(注５)　第２の（２）の「区域内対象農家のうち対象作物を生産する農家数」については、表３の（注３）を参照。

(注４)　不耕起・冬期湛水の取組を実施する場合は、第２の(１)の備考欄に「不耕起・冬期湛水　○a」と記入する。
　　　　 また、秋期における稲わらすき込み・冬期湛水取組を実施する場合は、第２の(１)の備考欄に「秋期における
　　　　 稲わらすき込み・冬期湛水　○a」と記入する。

(注２)　第２の（１）の「計画面積」、「実績面積」には、単年度の計画面積、実績面積を記入する。

(注３)　第２の（２）の対象作物名には、作物ごとのまとまりの判定に用いた作物名を記入する。
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（様式第 別添 ）（国添付様式 別添 ）

・区域内対象農家のうち「地域全体の農家
が行う環境負荷低減に資する取組」を実
施できた農家に「○」をつけます。

（様式第３０－２別添１）（国添付様式５０－２別添１）

　(表３)区域内対象農家等の一覧表(作物ごとのまとまり用)

■■区域　営農活動取組実践計画　　実施状況報告書(その２）
　

備　考

「地域全体の農家が行う
環境負荷低減に資する

区域内対象農家のうち、
対象作物を生産する農家

営農活動対象
区域内農業者名

区域内対象農
家

(注１)

作物： 作物： 作物：

鈴木一郎 ○ ○ ○

中村次郎 ○ ○ ○

齋藤花子 ○ ○ ○

取組」を実施する農家
(注２)

水稲 トマト

(注３)

○

○

計　画 実　績

佐藤三郎 ○ ○ ○

坂口史郎 ○

･･････ ◎ ○ ○

･･････ ○ ○ ○

･･････ ○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

･･････ ○ ○ ○

合　計
(ア)

18 戸
(イ)

15 戸
(カ)

15 戸
(ウ)

17 戸
(ウ)

4 戸
(ウ)

戸

(注１)　「区域内対象農家」とは、「営農活動対象区域内農業者」を世帯員とする農家数のうち次の①又は②を満たす農家とする。
① 経営耕地面積30ア ル以上の農家(○を記入)

○

(注２)　区域内対象農家のうち、環境負荷低減に資する取組を実施する農家に○を記入する。

(注３)　「区域内対象農家のうち、対象作物を生産する農家」とは、「区域内対象農家」のうち次の①又は②を満たす農家とする。

　　　　　①　営農活動対象区域内で先進的な取組により、対象作物を生産している農家

　　　　　②　経営耕地面積が30アール以上であって、対象作物を営農活動対象区域内で生産し、かつ対象作物を全体で10アール以上生産している農家

　　　　　①　経営耕地面積30アール以上の農家(○を記入)
　　　　　②　区域内で先進的な取組により対象作物を生産する農家経営耕地面積が30アール未満で農産物販売金額が年間50万円以上の農家
　　　　　　　(◎を記入：表4の(Z)より転記)
　　　　　※　区域内において、地域の施肥、防除の実態から慣行的に化学肥料又は化学合成農薬を使用していないと都道府県が認める作物のみを生産
　　　　　　　している農家、飼料作物、牧草のみを生産している畜産農家については、区域内対象農家から除外することができる(この場合、×を記入)
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（様式第３０－２別添２）（国添付様式５０－２別添２）

・農家ごとに合計して、
小数点以下を切り捨て
ます。

・ほ場ごとに小数点第２位
を四捨五入します。

（様式第３０ ２別添２）（国添付様式５０ ２別添２）

(表４)先進的な取組の実施農家の一覧表(作物ごとのまとまり用)

■■区域　営農活動取組実践計画　　実施状況報告書(その２）
対象作物名：

先進的な取
組の実施農

家名

ほ場
番号

交付金の支払対象
面積(a)

(農家ごと、作物区分
ごとに合計して記入)

先進的取組
実施面積(a)

作物区分※ ほ場所在地

トマト

1 12.0 a 12.0 a

3 12.0 a 12.0 a

4 16.0 a 16.0 a

トマト（施設） 2 6.2 a 6.2 a 6 a 6 a

トマト（施設） 2 5.3 a 5.3 a 5 a 5 a

a a a a

経営耕地面積が
30a以上

家名

岡田吾朗

計画 実績 計画 実績

▲▲字川端34

▲▲字川端37

▲▲字川端38

▲▲字川端11

▲▲字川端35

a 40 a40果菜類・果実的野菜
坂口史郎

a a a a

a a a a

a a a a

a a a a

a a a a

a a a a

a a a a

計 (エ)
2 戸

経営耕地面積が
30a未満で農産物
販売金額が年間
50万円以上(Z)

画
2 戸

実
績

(キ)
2 戸

51 a 51 a

うち
(オ)

40 a
(ク)

40 a

うち
(オ)

11 a
(ク)

11 a

うち
(オ) (ク)

先進的な取組の
実施農家数

トマト（施設）

計画 実績

の面積※

交付金の支払対象面積合計(のべ)

の面積※果菜類・果実的野菜

の面積※

・実績では添付しなくても構いません。

うち
(オ)

a
(ク)

aの面積※

(注３)　対象作物には、作物ごとのまとまりの判定に用いた作物の区分(野菜類、トマト等)を記入する。

(注４)　※は対象作物中に、支援単価の異なる作物が含まれている場合のみ記入すること。この場合、作物区分については「水稲」、「麦・豆類」、
         「いも・根菜類」、「葉茎菜類」、「果菜類・果実的野菜」、「施設で生産されるトマト、きゅうり、なす、ピーマン、いちご」、

(注２)　先進的取組実施面積は、0.1アール単位で記入する。また、交付金の支払対象面積は1アール単位(アール未満切り捨て)で記入する。

(注１)　添付書類として先進的な取組を行うそれぞれのほ場の位置を特定できる図面を添付する。

　　　　 「果樹・茶」、「花き」、 「その他」 の中から記入する。

※ほ場所在地については 生産計画で把握できる もしくは別に表を作成

・支援単価の異なる作物が含まれている場
合は作物区分ごとに面積の合計（のべ）
を記入します。

※ほ場所在地については、生産計画で把握できる、もしくは別に表を作成
しているなどにより、市町村が不要と判断する場合、記入しなくても結構
です。
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（参考様式第５７号）（参考様式第５７号）

【別紙３】

点検シート

【点検の方法】

①　毎年、各項目について、過去一年間の実行状況を点検します。
②　点検は、農業経営全体の状況について行います。（例えば、作目ごとに点検する必要はありません。）
③　点検は、次ページの「取組（例）」を参考に農業者自らが行い、実行できていると判断する場合には、チェック欄にレ印か
　　○印を付します。
④　該当がない項目や実行できない項目がある場合は、チェック欄には印を付けず、その項目ごとに下欄にその理由、改善

の予定などを記入します

点検シート

【点検の方法】

①　毎年、各項目について、過去一年間の実行状況を点検します。
②　点検は、農業経営全体の状況について行います。（例えば、作目ごとに点検する必要はありません。）
③　点検は、農業者自らが行い、実行できていると判断する場合には、チェック欄にレ印か
　　○印を付します。
④　該当がない項目や実行できない項目がある場合は、チェック欄には印を付けず、その項目ごとに下欄にその理由、改善

定などを記 ます

土づくりの励行
　土づくりは、環境と調和のとれた農業生産活動の基盤となる技術である。また、土づくりにおけるたい
肥等の有機物の利用は、循環型社会の形成に資する観点からも重要である。このため、たい肥等の
有機物の施用などによる土づくりを励行する。

適切で効果的・効率的な施肥
施 作物 栄養 補給す 欠 過剰 施 さ 料成分 境 影響

　　の予定などを記入します。
⑤　作成した点検シートと、７の項目で保存した記録は、次回の点検まで保存します。

チェック欄

✔1

　　の予定などを記入します。
⑤　作成した点検シートと、７の項目で保存した記録は、次回の点検まで保存します。

　施肥は、作物に栄養を補給するために不可欠であるが、過剰に施用された肥料成分は環境に影響
を及ぼす。このため、都道府県の施肥基準や土壌診断結果等に則して肥料成分の施用量、施用方法
を適切にし、効果的・効率的な施肥を行う。

✔

✔
効果的・効率的で適正な防除
　病害虫・雑草が発生しにくい栽培環境づくりに努めるとともに、発生予察情報等を活用し、被害が生
じると判断される場合に、必要に応じて農薬や他の防除手段を適切に組み合わせて、効果的・効率的
な防除を励行する。また、農薬の使用、保管は関係法令に基づき適正に行う。

✔
廃棄物の適正な処理・利用

循環型社会の形成に資するため 作物の生産に伴って発生する使用済みプラスチック等の廃棄物4

3

2

5

✔　循環型社会の形成に資するため、作物の生産に伴って発生する使用済みプラスチック等の廃棄物
の処理は関係法令に基づき適正に行う。また、作物残さ等の有機物についても利用や適正な処理に
努める。

✔
新たな知見・情報の収集

環境との調和を図るため 作物の生産に伴う環境影響などに関する新たな知見と適切な対処に必要

エネルギーの節減
　温室効果ガスである二酸化炭素の排出抑制や資源の有効利用等に資するため、ハウスの加温、穀
類の乾燥など施設・機械等の使用や導入に際して、不必要・非効率的なエネルギー消費がないよう努
める。

✔

6

4

✔

✔

　環境との調和を図るため、作物の生産に伴う環境影響などに関する新たな知見と適切な対処に必要
な情報の収集に努める。

生産情報の保存
　生産活動の内容が確認できるよう、肥料・農薬の使用状況等の記録を保存する。

6

7

　【該当がない項目、実行できない項目がある場合等の理由、改善の予定など（記入欄）】

点検日 年 ○ 月 ○ 日

取　　組

機械除草

地域全体の農家による環境負荷低減に資する取組

✔

チェック欄

有機質肥料の施用 ✔

20

・１３ページの営農活動計画の
第１の（１）で選択した取組を
記入します。

点検者 印

フェロモン剤の利用

マルチ栽培の実施 鈴木　一郎
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Ⅱ．報告書類類
（地域協議会へ）

【注意事項】

報告書類の提出期限は 地域協議会にお問報告書類の提出期限は、地域協議会にお問
い合わせください。



(様式第２３号)（国参考様式第２２号）

○○保全会第　　　　号
平成　　年　　月　　日

北海道農地・水・環境保全向上対策協議会
会　長 眞　　野　　　　弘 殿

（市町村長経由）

印
○○地区農地・水・環境保全会

代 表 北 海 太 郎

共同活動支援交付金に係る実施状況調書

共同活動支援交付金に係る業務方法書第９条第３項に基づき 実施状況調書を作成した

記

　共同活動支援交付金に係る業務方法書第９条第３項に基づき、実施状況調書を作成した
ので次の関係書類を添えて提出します。

１．収支実績報告書（ＮＯ．１，２）
２．共同活動参加人数等報告書

４９



添付様式２３－１（国添付様式２２－１）

収支実績報告書（共同活動支援交付金）ＮＯ．１

平成■■年度 平成●●年３月３１日現在
収入の部

活動組織名： ○○地区農地・水・環境保全会

金額

・年度末（３月３１日）時点の債権を
確定のうえ報告してください。

1 前年度積立金

2 共同活動支援交付金

基礎支援

促進費

5,045,040

80,000

5,045,040

金額

（円）
備　　　考

0

・利子以外の収入（負担金等）
は記入しないでください。促進費

3 利子等

支出の部

備　　　考

合　　　計

0

0
5,125,040

金額

（円）

・収入の部と支出の部の
合計金額が同額とならな
ければなりません。

1

2 購入・リース費

機械経費

物材費

3

そ 他

委託費等

日当 1,948,680

1,710,400

564,800

1,145,600

824,000

ければなりません。

4 その他

役員報酬

事務費等

その他

5 次年度積立金 H△△.４月開水路の目地補修

5 125 040

270,000

236,640

75,000

60,320
合 計

581,640 ・予定する積立金の使用時期と活
動内容を記載してください。

5,125,040

（注）支出の部「5　次年度積立金」の備考欄には、積立額の使用予定（使用時期、使用内容）等を記入
する。

合　　　計

・支出費目の内容は以下のとおりです。
１．日 当・・・活動参加者に対して支払った日当
２．購入・リース費・・・資材（砕石、砂利、ｾﾒﾝﾄなど）の購入費、活動に必要な機械（草刈り機など）の

購入費 パソコンなどのリ ス費 車両 機械等の借り上げ費 花の種 苗代など購入費、パソコンなどのリース費、車両、機械等の借り上げ費、花の種、苗代など
・うち機械経費・・・活動に必要な機械（草刈り機など）の購入費、または、パソコン等の事務機器や

車両・機械等の借り上げ費
・うち物材費 ・・・活動を実施する上で必要な資材（砕石、砂利、ｾﾒﾝﾄ、花の種、苗など）の購入費

３．委託費・・・建設業者等への外注費、事務の外注費、または、技術指導等のための外部から招く
専門家等への謝金

４．その他・・・先進地視察や研修にかかる旅費、保険料、文具代及び光熱費、アルバイト等への賃金、
草刈り機や車の燃料代 役員報酬 お茶代など草刈り機や車の燃料代、役員報酬、お茶代など

・うち役員報酬・・・活動組織役員
・うち事務費等・・・保険料、文具代及び光熱費、会場使用料、通信費
・うちその他・・・・・先進地視察や研修にかかる旅費、保険料、アルバイト等賃金、草刈り機や車の

燃料代、お茶代など上記以外のもの
５．次年度積立金・・・次年度へ積み立てる交付金額

５０



添付様式２３－１（国添付様式２２－１）

収支実績報告書（共同活動支援交付金）ＮＯ．２

活動組織名： ○○地区農地・水・環境保全会

平成●● 年度 平成●● 年３ 月３１ 日現在

　金額

（円）
項　　目

　基礎部分の活動に要する経費 870,000

〔 80,000 〕

　農地・水向上活動に要する経費 2,632,600

　農村環境向上活動に要する経費 534,000

誘
導
部
分

円

円

円

　活動組織の管理運営に要する経費 1,088,440

　促進費の活動に要する経費

　高度な農地・水向上活動等

円

円

円

　自立的活動

　活動組織の次年度積立に要する経費

〔 80,000 〕

5 125 040

円

円

合 計 円

・収支実績を記載した「支援交付金使途表」を作成し添付してください。

5,125,040

   注１）

   注２） 終年に当たっては、「活動組織の次年度積立に要する経費」欄を削除すること。

前年度からの積立金がある場合は、積立金に相当する額を上段に〔　〕書きで内数で表
示すること。

合　　　計 円

収支実績を記載した「支援交付金使途表」を作成し添付してください。

・各項目の合計値は上記「支援交付金使途表」から転記してください。

５１
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（様式第４２－１号）（国参考様式第６８号）

○○保全会第 　　　号
平成　　年　　月 　日

北海道農地・水・環境保全向上対策協議会長
　　会　長　　　眞　　野　　　弘　　殿

（市町村長経由）（市町村長経由）

印

営農活動支援交付金実施状況調書

　営農活動支援交付金に係る業務方法書第１０条に基づき、実施状況調書を作成
したので提出します。

○○地区農地・水・環境保全会
代 表 北 海 太 郎

調査結果集計者
などへの日当

平成●●年度収支実績　（平成■■年３月３１日現在）

１　先進的営農支援に係る営農活動支援交付金
収入の部

合　計
前年度繰越

金　　額　　（円）
備　考

○○
0

■■
0

実証ほの設置や調査等に
係る資材の購入費、実証ほ
用機械のリース費など

1 前年度繰越 0

2
先進的営農支援に係る営
農活動支援交付金

1,974,400

3 利子等 0
1,974,400

支出の部

合 計
金　　額　　（円）

合　　　計

備　考

0
1,934,400

○○

0

1,934,400

0

40,000

0
40,000

■■

・先進的営農支援に係る交付金と営
農基礎活動支援に係る交付金につ合　計

1 個人への配分 1,774,400
2 日当 0
3 購入・リース費 50,000
4 委託費 50,000
5 その他 100,000
6 次年度繰越 0

1,974,400合　　　計

50,000
100,000

1,734,400
0

50,000

0
1,934,400

○○ ■■
40,000

0
40,000

0
0
0
0

いてそれぞれ記載します。

・負担金を徴収した場合は、金銭出
納簿で整理し、その額を収入の部・
３利子等に記載してください。

・各々の収入の部と支出の部の合計
金額が同額とならなければなりま
せん。

２　営農基礎活動支援に係る営農活動支援交付金
収入の部

合　　計

1
営農基礎活動支援に係る
営農活動支援交付金

400,000

2 利子等 0
400,000

金　　額　　（円）

200,000

○○

合　　　計

備　考

0
200,000

■■

200,000

0
200,000

先進地視察や研修にかかる旅費 標示

研修会の講師や技術指導等
専門家への謝金など

支出の部

合　　計
1 日当 18,000
2 購入・リース費 88,000
3 委託費 60,000
4 その他 234,000
5 地域協議会への返還額 0

金　　額　　（円）
備　考

114,000
0

○○
0

56,000
30,000

32,000
30,000

120,000
0

■■
18,000

先進地視察や研修にかかる旅費、標示
票設置に係る費用、アルバイト等への賃
金、お茶代など

5 地域協議会への返還額 0
400,000

別添資料
１．　推進活動等に係る営農活動支援交付金の支出実績
２．　先進的な取組実施農家への配分額一覧表

合　　　計
0

200,000
0

200,000

５３

精算（実績）に伴う道協議会への返還はこちらに該当しま
せんので、精算額を交付金の収入額としてください。



（添付様式４２－１別添１）（国添付様式６８－１）

（１）営農基礎活動支援に係る営農活動支援交付金を活用した推進活動の支出

推進活動等に係る営農活動支援交付金の支出実績

（１）営農基礎活動支援に係る営農活動支援交付金を活用した推進活動の支出

営農活動
対象区域名

支出内容 支出額（円）

環境負荷低減に向けた取組に関する検討会、消費者との意見交換会等の開
催等 20,000

技術研修会や先進地調査・研修などの技術の普及・研修 94,000

技術マニュアルや普及啓発資料の作成などの資料作成、配布

・活動組織の中に複数営農活動対象区域がある場
技術実証ほの設置等による環境負荷低減技術の実証・調査

先進的取組の展示効果を高めるための標示等 56,000

先駆的農業者等による技術指導

土壌、生物等の調査分析 30,000

特認活動（　　　　　　　　　　　）

○○
活動組織の中に複数営農活動対象区域がある場
合、各区域ごとに記入します。

また、各々の区域ごとに別の紙で作成いただいて
も構いませんが、その際は営農活動対象区域名を
明記してください。

200,000
環境負荷低減に向けた取組に関する検討会、消費者との意見交換会等の開
催等 20,000

技術研修会や先進地調査・研修などの技術の普及・研修 100,000

技術マニュアルや普及啓発資料の作成などの資料作成、配布 18,000

技術実証ほの設置等による環境負荷低減技術の実証・調査
■■

小計

先進的取組の展示効果を高めるための標示等 32,000

先駆的農業者等による技術指導

土壌、生物等の調査分析 30,000

特認活動（　　　　　　　　　　　）

200,000小計

■■

400,000

（２）先進的営農支援に係る営農活動支援交付金を活用した活動の支出

営農活動
対象区域名

支出内容 支出額（円）

先進的取組農家への配分 1,734,400

合計

・各区域の小計が前ページの実施状況調書の区域毎
の支出額と一致していることを確認してください。

地域環境の保全等のための取組 200,000

交付金の交付等に係る事務経費

1,934,400

先進的取組農家への配分 40,000

地域環境の保全等のための取組

○○

小計

■■

交付金の交付等に係る事務経費

40,000

1,974,400合計

小計

５４



・先進的な取組の実施農家へ配分した場合、
その内訳を添付します。

（添付様式４２－１別添２）（国：添付様式６８別添２）

営農活動

先進的な取組の実施農家への営農活動支援交付金の配分額一覧表

その内訳を添付します。

先進的な取組の実施農家以外には配分が
できないことに注意してください。

営農活動
対象区域名

先進的な取組の実施農家名 配分額（円）

鈴木一郎 228,000

中村次郎 72,000

齋藤花子 186,000

佐藤三郎 324,000佐藤 郎 ,

・・・ ・・・

・・・ ・・・

・・・ ・・・

○○

・・・ 12,000

・・・ 28,000

■■

・活動組織の中に複数営農活動対象区域
がある場合、各区域ごとに記入します。ま
た、各々の区域ごとに別の紙で作成いた
だいても構いませんが、その際は営農活
動対象区域名を明記してください。

1 774 400合計 1,774,400合計

５５



・活動組織全体の使途実績を記載します。

・複数変更している場合の（ ）内は、 終変更手続きの直近の
値を記載してください。

（様式第４２－２号）

２　活動組織の交付金使途実績

（　　）は変更前

項 　目 金 　額　（円）

載
（２回変更しているのであれば、１回目の値を（ ）内に記載）

（ ）

1,974,400　先進的営農に要する経費

　営農基礎活動に要する経費 400,000

（ ）

（ ）

1,774,400

活動組織全体としての活動に要する経費 200 000

先進的な取り組みを実施する農家へ配分に
要する経費

（ ）

（ ）

活動組織全体としての活動に要する経費 200,000

活動組織の次年度積立に要する経費

（ ）

注２） 　最終年に当たっては、「活動組織の次年度積立に要する経費」欄を削除すること。

2,374,400

注１） 　前年度からの積立金がある場合は、積立金に相当する額を上段に［　］書きで外数と
して記載すること。

合　　計

５６



Ⅲ．報告書の作成に必要な書類

【注意事項】

以降に示す活動記録・金銭出納簿は、証拠
書類として必要ですので ５年間保存してく書類として必要ですので、５年間保存してく
ださい。
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収
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（参考）事務手続の流れ

申 請

活 動 組 織

① 活動組織規約

② 活動計画

③ 協定書

④ 採択申請書
協定締結

申 請

⑤ 交付申請書

申 請

地

域

協

市

町

採択通知

申 請

⑥ 概算払申請書 申 請

交付決定

（注）
協

議

会

町

村

活動期間中

⑥ 概算払申請書 申 請

概算払決定

（ ）

概算払決定

⑦ 活動記録・金銭出納簿

⑧ 実施状況報告書

⑨ 実施状況調書

報 告

報 告

確認通知書

区分
マニュアル
のページ

標準的な事務スケジュール

① 活動組織規約 １
前年度の３月頃まで

書類

※ ①～⑨は書類作成の順番。 ①～④は初年度のみ。⑤～⑨は毎年度作成。

１

注 先進的営農支援は取組終了後に概算払申請書を提出することができます。

② 活動計画 ３

③ 協定書 １５ 　４月頃

④ 採択申請書 １７ 　４月頃 （申請期限6月30日）

⑤ 交付申請書 １８ 　５月頃

⑥ 概算払申請書 ２０ 　５月頃

活動記録 ３１

前年度の３月頃まで

申請書類

報告書の作成

１１
２４
２６
２８
３２
５７

（注）

活動記録 ３１

金銭出納簿 ３２

⑧ 実施状況報告書 ２１ 　２～３月頃

⑨ 実施状況調書 ２７ 　３月頃

　活動期間中⑦
報告書の作成
に必要な書類

報告書類

※報告書類（⑧、⑨）の提出期限については、市町村にお問い合わせ下さい。

５７
５８
３４
４９

３月頃

３月頃



－ 書類の作成に関する問い合わせ先 －

　書類の作成に関するお問い合わせは、各市町村の農地・水・環
境保全向上対策担当あてにお願いします
書類の作成に関するお問い合わせは、各市町村の農地・水・環境保全

向上対策担当あてにお願いします。

■北海道農地・水・環境保全向上対策協議会

［ 事務局 ]

　・水土里ネット北海道水土里推進部 (TEL) (FAX)
農地・水・環境保全支援グループ 011-221-2292 011-221-2292011-200-5352　　　農地 水 環境保全支援グル プ 011 221 2292 011 221 2292

■北海道農政部

［ 共同活動支援関係 ]

011 200 5352

［ 共同活動支援関係 ]

　・農村振興局農村設計課 (TEL) (FAX)
　　　　　農村活性化グループ 011-204-5399 011-232-0027

［ 営農活動支援関係 ]

・食の安全推進局食品政策課 (TEL) (FAX)　・食の安全推進局食品政策課 (TEL) (FAX)
　　　　　クリーン・有機農業グループ 011-204-5431 011-232-7334


